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英
米
エ

ン

タ
テ

イ
ン

メ
ン

ト
文
学
の
文
体

と
翻
訳
実
践
例

　
　
　
　

　
　
　
ぷ

矢
野
浩
三

郎

も
は

や

翻
訳
大

国
で

は

な

い

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　ハ
ユヤ

　

現
在、

こ

の

国
で

出
版
さ
れ

て

い

る
翻
訳
エ

ン

タ
テ
イ
ン

メ

ン

ト

文
学
の

八
割

以
上
が、

英
米
作
家
の

作
品
で

あ
る
と

い

っ

て

過
言
で

な
い

。

そ
れ

も
近
頃
の

新

刊
書
に

限
っ

て

い

え

ば、

原
本
の

刊
行
か

ら

翻
訳
書
出
版
ま

で

の

間
隔
が

い

よ
い

よ
短
く
な
り、

場
合
に

よ
っ

て

は、

原
作
の

原
稿
あ

る

い

は

ゲ

ラ

刷

り
段
階
か

ら

翻
訳
作
業
に

着
手
し、

原
著
と

同
時
刊
行
と

い

う
現
象
で

さ

え

も
け
っ

し
て

珍
し

く
な
く
な
っ

て

い

る
。

そ
う
し

た
一

方
で、

欠
陥
翻
訳
問
題
や
誤

訳
摘

発
等
々

が、

今
ほ

ど

囂
し
く
喋
々

さ
れ

た
こ

と

も、

こ

れ
ま
た

か

つ

て

な
か
っ

た
現
象
で

あ
る

。

　
一

見

翻
訳
繁
盛
の

そ

う
し
た

状
況
に

も
か

か

わ
ら

ず、

近
年
の

出
版
統

計
に

よ

れ

ば、

年
間
の

出
版
点
数
中
に

占
め
る

翻
訳
書
の

割
合
は

年
々

減
少
の

傾
向
を
示

英
米
エ

ン

タ
テ
イ
ン

メ

ン

ト
文

学
の

文
体
と

翻
訳

実
践

例

矢

野

浩
三

郎

＊

言
語

文
化
学

科

尋
任

講
師

し
て

い

る
。

ど

う
や
ら

か
つ

て

の

「

翻
訳
大
国
日

本
」

の

異

名
は

返
上
せ

ざ
る

を

え
な
く
な
っ

て

い

る

の

が

実
情
の

よ

う
で

あ
る

。

そ
れ
の

良
悪
は

別
問
題
と

し

て
、

と

り
あ
え

ず
は

数
字
を
見
て

み

る
。

　
翻
訳
書
の

割
合
は、

一

九

七
一

年
に

＝
二

・

六

％
（
一

万

八
一

九

八

点
中
二

四

七

七
）

あ
っ

た

も
の

が、

二

十
年
後
の

九
一

年
に

は

九
・

八

％
（
三

万
八

七
一

〇

点
中
三

七

九
〇
）

に

落
ち
込
ん

で
い

る。

翻

訳
書
中
で

最
も

大
き

な
シ
ェ

ア

を

占

め

る
（
九
一

年
で

三
七
・

五

％
〉

文
学
書
だ

け
に

限
っ

て

見

れ

ば、

七
一

年
の
一

九
・

三

％
に

対
し、

九
一

年
は
一

八
・

三

％
と
、

さ

し
た

る

低
下
は

な
か

っ

た

よ

う
に

見
え

る
が、

後
者
の

数
字
に

は
、

八

〇

年
代
に

に

わ

か

に

津
波
現

象
を
起
こ

し

た

い

わ

ゆ

る

ロ

マ

ン

ス

物
が

大
き
く
介
在
し

て

い

る
（
英
米
文

学
か

ら

の

翻
訳

書
中
に、

ハ

ー

レ

ク
イ
ン

・
ロ

マ

ン

ス

の

占
め

る

割
合
は

四

〇
・

三

％
に

の

ぼ

る

　
　
　
コ　

と

い

う）
。

　
別
の

数
字
を
見

て

み

る
。

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

翻
訳
書
の

占
め

る

割
合
の

大
き

な
国

は、

ベ

ル

ギ
i、

ド
イ
ツ

あ
た

り

を
筆
頭
と

す
る
が、

そ
の

ド

イ

ツ

で

は

出

版
書

籍
の

七

冊
に
一

冊
が

翻
訳
物
で

あ
る

と

い

わ

れ
る

。

ち

な
み

に

九

三
年
の

総

出
版

点
数
六

万
七
二

〇

六
の

う
ち、

翻

訳
書
は

九

八

五

七

点
あ
っ

た
。

割
合
に

し

て
一

四
・

七

％
で

あ
る

。

一

方、

ア
ジ

ア

で

の

「

翻
訳
大
国
」

韓
国
の

場
合、

九

四

年

の

新
刊
発
行
点
数
二

万
九
五

五

四
の

う
ち、

翻
訳
書
は
五

三

五

八

点
（
一

八

％）

を
占
め、

こ

れ
は

前
年
比

＝
・

七
％
の

増
加

を
示
し
て

い

る
。

韓
国
で

は、

年
々

翻

訳
本
が

急
激
な

増
加
を
見
せ

て

お

り、

そ
の

た

め

の

翻
訳
権
料
の

高
額
化

が、

今
年
の

著
作
権
法
改
正

と

も
相
俟
っ

て、

問
題
化
し

て

い

る

と

伝
え

ら

れ

て

　
　ハ
ヨロ

い

る
。

　
四
月
十

八

日

の

「

毎
日

新
聞
」

夕

刊
が

興
味
深
い

数
字
を

載
せ

て
い

た
。

日

本

の

文
庫
本
に

占
め

る

海
外
文

学
の

国
別
ベ

ス

ト
5
の

推
移
だ
が、

そ

れ
に

よ
る

と、

七

四

年
は

イ
ギ
リ
ス

文
学
が

ト

ッ

プ

で

二

七

％、

つ

づ

い

て

フ

ラ
ン

ス

ニ

五49
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明

星
大

学
研

究
紀

要
｛
日

本

文
化

学

部・
言

語
文

化
学

科】

第
四
号
　一
九

九
六

年

％、

ア

メ

リ

カ
一

六

％、

ド
イ
ツ
一

二

％、

ロ

シ

ア
…

○

％
の

順
で

あ
っ

た

の

が、
一
…
十
年
後
の

九

四
年
に

な
る

と、

ト
ッ

プ

が

ア

メ

リ

カ

の

三
九
％
へ

と

入

れ

替
わ
り、

つ

づ

い

て

イ
ギ

リ

ス

ニ

八

％、

フ

ラ

ン

ス
一
、

｝
％、

ド
イ
ツ

七
％、

ロ

シ

ア

五

％
の

順
に

な
っ

て

い

る
。

こ

の

場
合
は

当
然
な
が

ら、

古
典
文
学
等
も
す

べ

て

含
ん

で

い

る

の

で、

ま
だ

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

健
在
と

見
え
る

が、

現
代
の

作
品
だ

け

に

限
っ

て

み

れ

ば
、

ア

メ

リ

カ

偏
重
の

傾
向
は
い

っ

そ

う
顕
著
に

な
っ

て

い

る

は

ず
で

あ
る

。

　

さ

ら

に、

こ

の

海
外
作
品

の

翻
訳
物
が

文
庫
本
中
で

占
め

る

割
合
は、

七

四
年

に

は

五

〇

％
あ

っ

た

が、

九
四

年
に

は

そ
の

半

分

の

二

五

％
に

落
ち
込
ん

で

い

る。

そ

の

現
象
に

つ

い

て、

「

カ

タ

カ

ナ・
タ

イ

ト
ル

の

“

ア

メ
ー−
・

カ
”

的
な
日

本

作
品
が

目
立

つ

よ
う
に

な

り、
　

『

見
知
ら
ぬ

世

界
を

描

い

た

本
来
の

海
外
作
品
は

隅
っ

こ

に

追
い

や
ら

れ

た
印
象
だ
』

」

と

い

う
川
村
湊
の

コ

メ

ン

ト
が

紹

介
さ

れ

　

　
　へ
るげ

て

い

た
レ

文
庫
本
と

限
ら

ず
（

文

学
書
と

も
限

ら

ず）
、

全

般
的
に

翻

訳

書
の

占

め

る

割
合
が

七
一

年
以

後
下
降
傾
向
を
示
す
よ

う
に

な
っ

た

要
因

と

し

て、

宮
田

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　

で
ご

昇
が

擔
摘
し

て

い

る

よ

う
に
、

そ
の

年
か

ら

施
行
さ

れ

た

新
著
作
権
法
に

よ

り、

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　
ハ
ら　

従
来
の

「

翻

訳
権
の

十

年
留
保
」

条
項
が

撤
廃
さ
れ

た

こ

と

が

少
な
か

ら

ず
関
係

し

て

い

る

と

思

わ

れ

る

が
、

小

論
の

趣
旨
を
逸
脱
す
る

こ

と

に

な
る

の

で、

こ

こ

で

は

そ

の

問
題
に

は

踏
み

込
ま

な
い
。

　

以

上
晃
た

よ
う
な、

数

字
の

上

で

の

翻
訳

書
の

相
対

的
減
少
傾
向
に

も
か

か

わ

ら

ず、

一

般
的
印
象
と

し

て、

英
米
エ

ン

タ

テ

イ
ン

メ

ン

ト
文
学
が

過
去

に

例
を

見
な

い

程

の

繁
盛
を

し

て

い

る

か

の

よ
う

に

思

わ
れ

る

の

は、

い

わ
ゆ

る

”
プ

ラ

ン

ド

ネ
…

ム

作
家
”

群
の

誕
生

の

せ

い

で

あ
ろ

う
。

か

つ

て

「

ア

メ

リ
カ

の

ベ

ス

ト

セ

ラ

ー、

必
ず
し

も
日

本
の

ペ

ス

ト
セ

ラ

ー
な
ら

ず
」

と

い

わ
れ
た

時
代
は

も

は

や

過
去
の

も
の

と

な
っ

た
。

ス

テ

ィ

ー

ヴ

ン

・

キ

ン

グ、

シ

ド
ニ

ィ
・

シ
ェ

ル

ダ

ン
、

ジ
ェ

フ

リ

ー
・

ア

ー

チ

ャ

ー、

ト

ム

・

ク

ラ

ン

シ

ー、

ジ

ョ

ン

・

グ

レ

シ

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　

50

ヤ

ム
、

バ

ト
リ

シ

ア
・

コ

ー

ン

ウ
ェ

ル、

マ

イ

ク

ル
・
ク

ラ

イ
ト

ン、

ス

コ

ッ

ト
・

ト
ゥ

ロ

ー

等
々

と

い

っ

た、

英
米
の

ペ

ス

ト

セ

ラ

ー
・

リ
ス

ト
の

常
連
た
ち

の

名

は、

海
の

こ

ち
ら

側
で

も、

日

本
の

作
家
と

同
等、

と

き
に

は

そ

れ
以
上
に

馴

染

み

の

あ
る

名
前
と

な
っ

て

い

る
。

さ

き
に

引
い

た

「

毎
日

新
聞
」

紙
上

の

州

村
湊

の

言

を
続
け
て

引
用
す
る

と、
「

日

本
の

読
者
の

メ

ン

タ

リ

テ

ィ

ー

は

『

ア

メ

リ

カ
』

に

近
づ

き、

違
い

は

あ

っ

て

も
ハ

ン

バ

ー

ガ

ー

と

テ

リ

ヤ

キ
バ

ー

ガ

ー

程

度。

若
い

読
者
は

米
国
作
品

を
違
和
感
な
く
受
け

入

れ、

海
外
作
品
と

い

う
感
覚

も
な

い

の

で

は

な
い

か
」

と

述
べ

て
い

る
。

　
こ

う
し

た

日

本
の

読
者
に

も
馴
染
み

と

な
っ

た

「

ブ

ラ

ン

ド
ネ
ー

ム

作
家
」

群

に

加
う
る

に、

ピ

ー

タ

ー
・

メ

イ
ル

の
一

連
の

「

南
仏
プ
ロ

ヴ
ァ

ン

ス
」

物
や
ロ

バ

ー

ト
・

ウ

ォ

ー

ラ

ー
の

『

マ

デ

ィ

ソ

ン

郡

の

橋
』

の

よ

う
な
突
発

的
超
ベ

ス

ト

セ

ラ
ー

の

出

現
に

よ

る、

偏
っ

た
寡
占
状
況
が

翻

訳
書
繁
盛
の

印
象
の

正

体
で

あ

る、

と

い

う

こ

と

が

で

き

る

だ

ろ

う
。

こ

の

寡
占
状
況
は、

今
流
行
り

の

規

制
緩

和
が

ら

み

で、

新

聞
・

出
版
・

取
り
次
ぎ
・

書
店

界
は

も
と

よ
り、

文

藝
家
協
会、

出
版
学
会
ま

で

を
も
巻
き

込

ん

で

の

侃
々

諤
々

の

論
議
を
読
ん

だ

再
販

（
再
販
売

価
格
維
持）

制
度
が、

公

正
取
引
委
員
会
の

思

惑
ど

お

り

近
い

将
来
廃
止
と

決
ま

れ
ば、

い

っ

そ

う
そ

の

傾
向
に

拍
車
が

掛
か

る

こ

と

は

目
に

見
え

て

い

る

が、

こ

れ
ま

た

小
論
で

論
ず
る

問
題
で

は

な
い

。

ブ

ラ

ン

ド
塾

i
ム

作
家
S
・

キ

ン

グ
の

文

体
と

翻
訳

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　ハ
ァリ

　

ブ

ラ

ン

ド
ネ
ー

ム

作
家
群
の

筆
頭
に

挙
げ
た

S
・

キ
ン

グ

の

文
体
と

翻
訳
実
例

に

移
る

こ

と

で、

よ
う
や

く
小

論
の

本
題
に

入

る
。

米
本
国
で

新
作
が

刊

行
さ
れ

れ
ば

必

ず
ベ

ス

ト
セ

ラ
ー

の

ト
ッ

プ
に

な
り

（
そ

れ

も
毎
年
一

作
か

ら

二

作
の

大

長
篇
を
書
き

ま

く
る

多
作
家
で

も
あ

る）
、

そ
の

名
に

因

ん

で

．．
訳

ぎ
ケqo

眺

鵠
o

学

き
『、、
の

異
名
を
奉
ら
れ
て

い

る

作
家
に

つ

い

て、

こ

こ

で

作
家
論
を

展
開

す
る

つ
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も
り
は

な
い

。

経
歴
や
作
品

紹
介
等
の

デ
ィ

テ

ー

ル

は

す
べ

て

割
愛
し、

い

き
な

り

文

体
の

こ

と

に

話

を
移
す

。

キ
ン

グ
が

ア

メ

リ

カ

ン

・

モ

ダ

ン

・

ホ

ラ

ー

の

頂

点
を

極
め

た
ば

か

り

か
、

単
な
る
ホ

ラ

ー
・

フ

ァ

ン

を
越
え

た
広
い

一

般
読
者
を

魅
き
つ

け

て

い

る

理

由
は、

そ
の

特
異
な
文

体
に

あ
る
と

思
う
か

ら
で

あ
る

。

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　ハ
どワ

　
そ

れ
を
一

言
で

い

う
と、

　
“

文
学
の

文

体
の

破
壊
”

と

い

う
こ

と
に

な
ろ

う

か
。

ア
メ

リ

カ

ン

・

モ

ダ
ン

・

ホ

ラ

ー

の

も
う
一

方
の

雄
で、

キ
ン

グ

と

は

長
篇

フ

ァ

ン

タ

ジ

i
『
タ

リ
ス

マ

ン
』
（．．
日

〉

＝
Qり

ζ
＞
Z−，

お
。。

 
）

を
共
作
し

て

い

る

ピ

ー

タ
ー
・

ス

ト
ラ

ウ
ブ

が、

キ
ン

グ

の

『

シ

ャ

イ
ニ

ン

グ
』

（ 、、
→

＝
国

ω

山
一

Z−

一

ZO
ご

目

鶏
」

を

読
ん

だ

と

き

の

感
想
を
こ

う
記
し
て

い

る。
「

強

い

印
象
を
受

け
た
の

は、

そ
の

文
体
で

あ
っ

た
。

そ
れ
は

文

学
の

文
体
と

は
ま
る
で

違
う、

む

し

ろ

そ
の

正
反
対

だ
っ

た
。

口

語
体
や
平
明

体
の

臆
面
も
な

い

多
用

。

容
易
に

ジ

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

リ

リ
シ

ズ

ム

ヨ

ー

ク
や
猥
雑
さ

へ

と

地

滑
り

を
起
こ

し
、

抒

情
の

発

露
へ

と

高
揚
し

…

…

恰

マ

イ

ン

ド

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　ハ
リワ

も
心

そ
の

も
の

の

よ
う
に

流
動
す
る

」

　
も

う
す
こ

し

具
体
的
に

い

う
と、

キ
ン

グ

が

好
ん

で

援
用
す
る

の

は、

ス

ラ

ン

グ、

聞
き
馴
れ
た

諺
の

も
じ

り、

イ
タ

リ
ッ

ク、

ゴ

テ

ィ

ッ

ク、

キ

ャ

ピ

タ

ル

・

レ

タ

ー、

マ

ン

ガ

チ
ッ

ク

な
オ
ノ

マ

ト
ペ

等
々

の

破
格
的
と

い

っ

て

い

い

要
素
で

あ
る

。

い

わ
ば

そ

れ
は、

文
学
の

文
体
で

あ
る

よ
り

も、

音
楽
や

映
画
や

テ

レ

ビ

や
マ

ン

ガ

や

フ

ァ

ミ
コ

ン

ゲ

ー
ム

の

文
体
に

近

付
こ

う
と

し

て

い

る

よ
う
に

見
え

る
。

読
む

だ

け
の

文
章
で

は

な
く、

目
で

見、

音
に

し

て

聴
く
文
章、

つ

ま
り
意

味
機
能
と

し

て

の

み

の

デ
ィ

ス

ク
ー

ル

で

は

な
く、

視
覚
的
・

空

間
的
機
能
を
あ

わ
せ

も
っ

た
エ

ク

リ

チ
ュ

ー

ル

と

し
て

の

文
体、
と

で

も
い

え

ば
い

い

だ

ろ
う
か

。

　

自
ら
の

文
章
に

つ

い

て、

作
家
自
身
は

こ

う
述

べ

て

い

る。
「

わ

た

し

の

作
品

の

大
部
分
の

も
の

は、

ふ

つ

う
の

人
々

の

た

め

の

素
朴
な

作
品、

マ

ク

ド

ナ

ル

ド

の

ビ

ッ

グ
・

マ

ッ

ク

と、

フ

ラ

イ
ド
・

ポ
テ

ト

の

大
と

同
じ

文
学
的
価
値
の

も
の

な
の

だ
。

わ

た

し

だ

と

て

優
雅
な
文

体
を
認

め

る

こ

と

が

で

き
る

し、

そ

れ

に

応

英

米
エ

ン

タ
テ

イ
ン

メ

ン

ト

文
学
の

文
体
と

翻

訳
実
践

例

矢
野

浩
三

郎

え

る

こ

と
も
で

き
る

が、

わ
た

し

自
身
の

作
品

に

使
う
の

は

む

ず
か

し

い

し、

不

可
能
だ
と

も
わ

か

っ

て
い

る
」

1（
山

田
順
子

訳
『

ス

タ

ン

ド
・

バ

イ

ニ・丶
ー

』

　
　
　
　
　

　

　
　
リロ

「

は

じ
め

に
」

よ
り）
。

　
こ

こ

に

も
ハ

ン

バ

ー

ガ

ー

が

登
場

す
る

。

先
に

引
い

た

川

村
湊
の

コ

メ

ン

ト

は、

比
較
的
よ

く
知
ら

れ
て

い

る

こ

の

キ

ン

グ
の

こ

と

ば

を
意
識
し

て

の

こ

と

だ

っ

た
の

か

も
し

れ
な
い

。

そ
れ

は

こ

の

際
ど
う
で

も
い

い

が、

ど

う
で

も
よ
く
な

い

の

は、
　

「

マ

ク

ド
ナ

ル

ド
の

ビ

ッ

グ

マ

ッ

ク

と、

フ

ラ
イ
ド
・

ポ
テ

ト

の

大
と

同
じ
（
甘
Φ

一
評

葭
国
『

団

8
巳
く

巴
 

コ
什

o
｛

餌

切σ

蒔
］
≦
鋤
o

穹
山

国

一
贄
αq
Φ

h

ユ
o
ω

ヰ
o

ヨ

竃
oUo

ロ
p。

匡、
ω）
」

そ
の

猥
雑
な
文
体
を、

ど
う
す
れ
ば

日

本
語

に

移
す
こ

と

が

で

き

る

の

か

と

い

う
問
題
で

あ
る

。

処
女
作

『

キ
ャ

リ

ー
』

（、．
O
＞
幻
幻

島．．
一

 

置）

を
は

じ
め、

既

に

大
部
分
の

作
品

が

邦
訳
出
版
さ

れ
て

い

る
が
、

彼

此
の

違
い

は

果
た
し
て

「

ハ

ン

バ

ー

ガ

ー

と

テ

リ
ヤ

キ
バ

ー

ガ

ー

程
度
」

の

違
い

で

済
ん

で

い

る

の

か

ど

う
か、

と

い

う
こ

と

だ。

　
そ
の

検

証
の

た

め

の
一

例
と

し
て、

こ

こ

で

は

長

篇
『

ミ

ザ

リ

ー
』

（ ．、
竃
あ−

国
肉
網、．
一

 

。。

ご

を
俎

上

に

載
せ

て

み

た

い
。

と
い

う
の

は、

こ

の

小

説
が

冒
頭

か

ら
い

き

な
り

オ

ノ

マ

ト
ペ

で

始
ま
る、

ま
さ

に

キ
ン

グ

な
ら

で

は

の

特
徴
満
載

の

作
品
だ

か

ら
で

あ
る

と

同
時
に
、

論
者
自
身
が

翻
訳
を

手
掛
け
た

も
の

で

あ
る

た
め
、

翻

訳

作
業
の

楽
屋

裏
が

わ
か

る

だ

け
に

解
析
し

や

す
い

と

い

う
理

由
に

も

　
　（
11）

よ
る。

　
そ
れ
は

と
も
か

く、
．．

ζ
鬥

QQ
国
幻
く．．
の

冒
頭
部
分
は、

償

B
σ
Φ

円

嵩
げ
置
口

蠹
5

団
o

コ
＝
旨
口

ロ

ヨ
げ
Φ

「

≦
7
ロ
コ
ロ
嵩

昌

貯
賽
弓
目

→

冨
の

Φ

・゚

o

§
匹
ω…
Φ

＜

魯
ぎ

些
 

冨
N
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明

星
大

学
研
究
紀
要

【
日

本
文

化
学

部

二
昌

語

文
化

学
科】
第
四

号
一
九

九
六

年

と
い

う
も
の

で

あ
る
。

ン

が

繰
り
返
さ

れ
る
。

こ

れ
の

少
し

後
（
次
頁）

に、

こ

れ

の

ヴ

ァ

リ
エ

ー
シ

ョ

融

旨
鬘
馨

屋
畠

o
く
 

「

霙

旨

旨
露
⇒
鵬
鋤q
噬

ニ

ヨ
ぴ
Φ

履

触
困

『

『

亳
7
億
昌
訂
コ
臣

QDo8

 

瓜

ヨ
霧

昏
Φ

。゚

〇
二

鼠
ω

ω
け

ε
O

巴゚

ω
o

ヨ
Φ

ニ

ヨ
 

ω

冨
。゚

8
薯
 

山゚

 

そ
し

て、

小
説
の

終

幕
に

当
た

る

第
4
部
に、

再
び

 
が

現

れ
る。

　

こ

の

音
の

正

体
を
知
る
た

め

に

は、

こ

の

小
説
の

大
雑
把
な
ス

ト

ー

リ

ー
を
説

明
し

て

お

く
必

要
が

あ
る
だ

ろ

う
。

小
説
の

主
人
公

ポ
ー

ル

・

シ

ェ

ル

ダ

ン

は

ベ

ス

ト
セ

ラ

ー
小

説
”

ミ

ザ

リ
i

”

シ

リ
ー

ズ

の

作
者
で

あ
る

（
こ

の

名
前
が

実
在

の

ベ

ス

ト
セ

ラ

ー

作
家
名
の

も
じ

り

で

あ

る

こ

と

に

注

意）
。

彼

は

安

手
の

ブ

ラ

ン

ド
ネ

！

ム

作
家
で

あ
る
こ

と

を
恥

じ、

な
ん

と
か

”

ミ

ザ

リ
i

”

シ

り
ー
ズ

を

打
ち
切

り

に

し

た

い

と

望
ん

で

い

る

の

だ
が、

読
者
が

そ

れ
を
許
さ
な
い
。

そ
う

し

た

あ
る

日、

ポ
ー

ル

は

念
願
の

“

純

文

学
”

作
品

を
ホ

テ

ル

に

こ

も
っ

て

完
成

さ

せ、

そ

の

高

揚
感
か

ら、

吹

雪
の

山

中
に

車
を
走
ら

せ

て

遭
難
す
る。

そ
の

彼

を

救
出
し

た

の

は、
　
．
ミ

ザ

リ

ー
”

シ

リ

ー

ズ

の

大
の

愛
読
者
で

あ
る

元
看
護
婦

の

中
年
女
性
で

あ．
っ

た
。

彼

女
は

作
家
を
病
院
に

は

運

ば

ず、

山
中
の

一

軒
家
で

あ

る
自
宅
に

監

禁
し、
「

彼
女
だ

け

の

た
め

に
」

”

ミ

ザ

リ

ー
”

の

新

作
を
書
く
よ

う
強
要
す
る

。

そ

の

た

め

に

は

拷
問
ま

が
い

の

行
為
も

辞
さ
な
い

。

か

く
し

て、

雪

に

埋

も
れ
た

山

中
の
一

軒
家
で

の

作
家
対
読
者
の

凄
絶
な
死
闘
が

展
開
さ

れ

る

こ

と

に

な
る
っ

　

と

い

う
わ

け

で、

小

説
冒
頭
の

擬
（

声）

音
は、

ポ
ー

ル

が

雪
の

山

中
で

遭
難

し、

生
死

の

境
を
さ

ま

よ
っ

て

い

る

意
識
不

明

の

状

態
を
表
し
て

い

る
の

で

あ

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

52

る
。

作
家
の

意
識
の

奥
底
か

ら

沸
々

と

わ

き
あ
が

る

こ

の

音
は

何
で

あ

る

か
。

音

の

響
き
か

ら
し

て

明

ら
か

に、

こ

れ
は

　．、
コ

飯

ヨ
σ
Φ

『

6
ロ
Φ

《
o

自

鬘
ヨ
σ
 

「−
o
コ
 

貯
p、、

を
変
形
さ

せ

た

も
の

で

あ

る

に

違
い

な
い
。

小

説
中
で

の

今
後
の

ポ

ー

ル

の

運
命
を
暗
示
す
る

音
響
で

あ
ろ

う。

し

か

し

厄
介
な
の

は、

 
の

後
に

次
の

よ

う
な
文
章
が

続
く
こ

と

で

あ
る。

　

　
じd9

°。

o

ヨ
 

臼
コ
Φ
ω

昏
 

駒。

o
仁
諺

參
ー
＝

評
 

昏
Φ

℃

巴
コ

ー
融
匹
Φ

旦

飴

コ
α

9
Φ

謬

窪
Φ

お
≦
蝉
ω

o
コ

ξ

昏
Φ

72
ρ

N

 ゜
　

山
Φ

お
ヨ
Φ

ヨ
σ
Φ
Ho

ユ

O

贄
押
ロ
Φ

ω

oっn
ω

o回
寛
胤

霞
署
β
Φ

器

げ
m
篇

8
ヨ
 

げ
 

♂
器

9
Φ

『

震
¢

　
U
置

岳
畧
【

訂

芻
嵩

冨
薯

器

ヨ
卸

鉱
躑
ケq

嘗
o
伽q・

お
ω

鳴

　
門

簿

曁
霞
 

σ
 

躍
mq

穿
（
磐
曾
o
断

子
 

訂
塁
ぐ

霞
δ
け

蜜）冒

彎
匹

昏
 

＝
ぴq
葺

　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　　
むソ

煢
鋤
。゚

凶
ooP

鋤
ロ
匹

自。

oo

コ

帥
蹕
息

ワ゚

oo

巳

こ

れ
を
次
の

文

章
と

見
較
べ

て

も
ら
い

た
い
。

　

　

言

筈
 

σ
 
ひq
ぎ
コ

ぎ
贓

Oo
ユ

自
Φ

即

8
傷

3
 

ぽ
 

塑
く
Φ
コ

騨
コ
島

夢
Φ

＄
「

筈．

〉
コ
ユ

9
Φ

Φ

彎
誓
≦
m
ω

鼠
曁
o

畧
州

o
憎

ヨ

費
己

く
o

具
蝉
昌
α

量
蒔
澪
白弓
ω

毛

錺
二
眉
o
鵠

爵
 

融
o
Φ

o
暁

墜
Φ

二

 

 

P
》
づ
畠

昏
Φ

ω
唱

三
叶

鼠
Oo

鉱

ヨ
o
＜
Φ

ユ

竄
唱
o
隠

3
Φ

富
o
Φ

oh

普
Φ

≦
9ρ

帯
「
ω．

〉
づ
鳥

Oo
ユ

墨
茂．

じ
Φ
櫛

芸
奠
 

ぴ
 

躍
oq7

聲

鋤

コ
匹

昏
喫
Φ

鬢

霧

＝
ぴq

簿畠

諺
＝
飢

○

＆

芻
≦

9
Φ

聞

 

算’

ひ
鋤

冖

営

≦

靆
鵬
oo

α“

塁
恥

Ω

＆
決
く一
鳥

巴

夢
¢

鵠
αq

蓐

噛

「

O
筥
静

ぴ
Φ

儀
蝉

門

障
P
 

uワ
ω．

　
後
の

文
章
は、

い

う
ま
で

も
な

く、
「

旧

約
聖

書
」

創
世

記

冒
頭
の

天

地
創
造

の

部
分
で

あ
る

。

二

つ

の

類
似
は

明

ら

か

だ。

そ

う
だ

と

す
る

と、

天

と

地
と

が

分
か

た

れ
る

以
前
の

闇
の

中
か

ら

原
初
の

光
が

出
現
す
る

世
界
誕
生

の

イ

メ

ー

ジ

と
、

朦
騰
た

る

意
識
の

ポ

ー

ル

の

心

象
風

景
と

が．
重
ね

ら

れ

て

い

る

こ

と

に

な
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る
。

雪
中
の

遭

難
に

よ
っ

て

い

ち
ど

は

死
の

世
界
に

追
い

や
ら
れ
た

作
家
が
、

徐
々

に

生
の

世
界
へ

と

も
ど

っ

て

く
る、

”

新
た
な
る
誕
生
”

を
暗
示

し
て

い

る

の

だ

と

も
い

え
る

。

つ

ま
り、

冒

頭
の

「

音
群
」

は

朦
朧
と

し
た

混
沌
世
界
の

奥

底
か

ら

生
命
が

蠢
き、

わ

き

あ
が
っ

て

く
る

音
な
の

だ

と

解
し
て
い

い

だ

ろ

う。

　

も
は

や
．．

《
o

貫
口
⊆

ヨ
σ

霞
6
昌
Φ

貯
コ．、

の

変
形
と

断
定
し

た
だ

け

で

は

済
ま
さ

れ
な
い
。

そ

こ

で

 
 
の

音
群
を

も
う
い

ち
ど

眺
め

て

み

る

と、
°・

2
巳
ω

と

い

っ

て

い

る

に

も
か

か

わ
ら

ず、

な
に

や
ら
意
味
あ
り

げ
な
形
が

見
え
て
い

る

の

に

気
づ

く。

§
げ
Φ

き

賦

歪
P
「

Φ

負
Φ
＜

曾
旨
7
冒
ぴq

と
い

う
単
語
が、

や

や
変
形
し

て

置
か

れ
て

い

る

こ

と

が

わ
か

る
。

こ

の

う
ち、

貯
《

琶
を

融

莓
の

変
形

だ

と

見

立
て

れ
ば、

 

＜
 
「

旨
三
ロ
ぴq

を

除
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

焦

げ
茶
色、

黄
褐

色、

赤

色

を
意
味
す
る

こ

と

に

な
る

。

こ

の

生

命
の

地
鳴
り
の

よ
う
な
音
群
の

さ

ら
に

奥
底

に

は、

ま
だ
意

識
は

さ

れ
て

い

な
い

け
れ

ど

も、
「

す
べ

て

の

も
の
」

を

包
み

込

ん

で

い

る

色
彩
ら

し

き
も
の

が

低
迷
し
て

い

る
の

だ、

と

解
釈
で

き
る

。

　

こ

の

こ

と

に

思
い

当
た

っ

た

翻

訳
者
の

と
っ

さ
の

感
想
は、

「

当
惑
」

の

一

語

に

尽
き

る。

こ

れ

を
ど
の

よ

う
な
日

本
語
に

移
す
こ

と

が

可
能
だ

ろ

う
か

。

下
手

に

小
細
工

を
す
れ

ば、

噴
飯
物
に

な
り

か

ね

な
い
。

生
命
の

蠢
動
を

つ

た

え

る

音

で、

し

か

も
そ

の

奥
に

色
彩
を
感
じ
さ
せ

る

よ
う
な
オ

ノ

マ

ト
ペ

が、

ど

こ

か

に

転
が
っ

て

い

な

い

も
の

か
。

あ
れ
こ

れ

と

探
し

て
い

る

う
ち

に、

あ
る

見

事
な

擬

音

語
と

出
会
っ

た
。

結

論
を
先
に

い

う
と
、

そ

れ
は

草
野
心
平
の

詩
に

使
わ
れ

て

い

る

あ
の

独

創
的
な
オ

ノ

マ

ト
ペ

だ
っ

た。

　

草
野
心

平
の

詩
の

中
か

ら、

翻

訳

者
は

『

阿

蘇
山
』

『

誕

生

祭
』

『

bd
 

簿
70
−

＜
Φ
口“
Qり

買
ぎ
αq

ω
o

蠧
5
／
第
一

印
象
』

の

三

篇
を
選
び

出
し
た

。

「

北
風
ふ

け
ば

濛
濛
の

。

／
煙

は

南
に

な
び

い

て

曲
が

り。
」

で

始
ま
る、

阿
蘇
山
の

中
岳
噴
火

口

の

地

鳴
り
と
煙
立

つ

様
を
あ
ら
わ

す
擬

音
語

。

あ
る
い

は、

満
月

の

夜
に

青
田

か

ら

這

い

上
が
っ

て

く
る
幾
千
万
の

蛙
た

ち

の

大
合
唱
の

擬
声
語

。

あ
れ
こ

そ、

英

米
エ

ン

タ
テ

イ
ン

メ

ン

ト
文

学
の

文
体
と

翻

訳
実
践

例

矢
野

浩
三

郎

大
地

の

鳴
動
と

原
初
の

生
命
の

誕
生
そ

の

も
の

で

あ
り、

し

か

も
あ
れ

ほ

ど

色
彩

に

富
ん
だ

日

本
語
の

オ

ノ

マ

ト
ペ

は

他
に

類
例
を
知
ら

な
い

。

　

か

く
し

て

草
野
心
平
の

詩
三

篇
か

ら
の

借
用
を

決
め

た

ら、

後
は

楽
な
も
の

で

あ
る

。

そ
の

結
果、

次
の

よ
う
な
訳
文

が

で

き
あ
が
っ

た
。

　

　
 

　

　
う
う
ん

う
ん

　
う
う
ん

う
ん

　

　
り
ー
り

ー

り
り

る

　
ぐ
る
る
っ

い

い

い

い

い

　

　
し

ゅ

う
う
う
う
う
っ

　

　
矇
朧
と

し

た
な

か

に、

音
だ

け
が

あ
っ

た。

 し

ゅ

う
う
う
う
う
っ

る

る

り

　
り

り

り
　
ぐ
る

る
っ

い

い

い

い

い

う
う
ん

う
ん

　
う
う
ん

う
ん

　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　ハ
ロリ

と

き

ど

き
音
は

や
ん

だ
。

そ

し
て、

と

き
ど

き

呼
吸
が

停
止

し

た。

　
と

こ

ろ

で、

こ

の

小
説
は、

作
家
ポ

ー

ル
・

シ

ェ

ル

ダ
ン

が

愛
読
者
の

元
看
護

婦
ア
ニ

ー

に

強

制
さ

れ
て

書
き

続
け

る

作
中
作
．．

竃
HoD

閣

胃
く、
ω

勾
閏

→

C
国

2、、

（

「

ミ

ザ

リ

ー

の

生

還
」

V

が、

執
筆
の

進
行
と

同

時
に

タ
イ

プ
ラ

イ
タ
ー

書
体
そ

の

ま

ま
で

挿
入

さ

れ

て

ゆ
く
と

い

う
二

重
構
成
に

な
っ

て

い

る
。

H
・

ラ

イ
ダ

i
・

ハ

ガ
ー

ド

を
意
識
し
て

い

る

ら
し

い
、

こ

の

冒
険
ロ

マ

ン

ス

が

綴
ら

れ
る

文

体
は、

当
然
の

こ

と
な

が

ら
キ

ン

グ
流
の

「

ビ

ッ

グ
・

マ

ッ

ク

の

文

体
」

と

は

明

確
に

違
っ

て

い

る。

い

く
ぶ

ん

古
め

か

し

さ
を
感
じ
さ

せ

る
英
国
大
衆
小
説
の

文

体
模
写
の

よ
う
で

あ
る

。

文
体
の

違
い

と

い

う
こ

と
で

い

え
ば、

元
看
護
婦
の

居

間
で
、

ポ
ー

ル

が

盗
み

読
み

す
る
彼
女

の

ス

ク
ラ
ッ

プ
ブ

ッ

ク
　、、
言
国

ζ
O
菊
団53
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明

星
大

学
研

究
紀

要

い
諺
2
国．．

の．
部
分

も、

章
が

使
わ
れ
て

い

る。

　

要
す
る
に、

【
日

本
文

化

学
部
・．
葺
語

文
化
学

科一
第
四

号

一
九
九

六

年

（
「

思
い

出
の

小
道
」）

に

貼

ら
れ

て

い

る

数
々

の

新

聞
記

事
の

切

抜
き

　

こ

れ

ま
た

他
の

部
分
と
は

異
な

る
ニ

ュ

ー

又

記
事
ら
し

い

平
易
な
文

　
　

　

　
　

　
　

　

小
説
．、】

≦
岡

ω
尊弓

国
因．．

に

は

大
別
し

て

三

種
類
の

文
体
が

用
い

ら

れ

て

い

る

と

い

う
こ

と

だ

が、

作
申
作
、、
竃
固

ω
円

知

網
φ

菊
国

→
d
肉

Z、、

の

場
合、

ア

ニ

…

が

古
道
具
屋
か

ら
買
い

込
ん

で

き
た

骨
董
品

級

の

タ

イ
プ
ラ

イ
タ

ー

が

最
初

か

ら

Nn

の

文
字
が

欠

け
て

お

り、

使
っ

て

い

る
う
ち
に

ご

ん

ど
は

Tt

も
欠

け、

し

ま

い

に

は
英
語
で

最
も
使
わ

れ
る

こ

と

の

多
い

Ee

ま
で

が

脱
落
す
る

と

い

う
厄
介
な
こ

と

に

な

る。

執
筆
の

進
行
に

つ

れ
て

進
む

原
稿
は、

文
字
の

欠
け

て

い

る

部
分
は

空
白
と

し
て

残
さ
れ、

あ
と

で

手
書
き
文
字
で

埋

め

て

い

く
と

い

う
段
取
り

に

な
る
わ
け

で

あ
る

（
そ

し

て

最
後
は
手
書
き

だ

け
の

原
稿
に

な
る

）

。

　

当
前
の

こ

と

だ

が、

英
語
と

a
本
語
は
使
用
す
る

文
字
か

ら

し

て

違
う
の

だ

か

ら、

こ

の

部
分

の

翻
訳
に

関
し

て、

い

わ
ゆ

る

「

原
文
に

忠
実
」

な
ど

と

い

う
こ

と

は

頭

か

ら

問
題
に

な

ら

な
い

。

頭
を
悩
ま

す
ま

で

も
な
い
、

と

い

う
こ

と

で

あ

る。

そ

の

解
決
法

と
し

て、

邦
訳

『

ミ

ザ
リ

ー
』

の

場
合、

漢
字
部
分

は

そ
の

ま

ま
と

し、

平
仮
名

と
片

仮
名
だ

け
に

細
工

を
施
す
こ

と

と

し

た
。

ま
ず
Nn

の

と

き
は、

五

十

音

の

「

な
」

「

ナ
」

行
の

全

文

字

を

落
と

し、

Tt

で

は

「

た
」

「

タ
」

行
の

文

字
を、

つ

づ

い

て

Ee

の

場
合
は

「

え
」

、

エ

L

段
の

全

文

字
を

消
す
と
い

う
ぐ
あ
い

。

訳
文
の

工

夫
と

し

て

は、

さ

し
た

る

こ

と

で

は

な
か

っ

た

が、

印
刷

段
階
で

空
白
部
分
に

手
書
き
文

字
を
い

ち

い

ち

貼

り
込
ん

で

い

か

な

け

れ

ば
な
ら

な
か

っ

た

出
版
社．
編
集
部
の

担

当
者
の

手
間
の

ほ

う
が、

む

し
ろ
大
変

だ
っ

た

は

ず
で

あ
る

。

い

く
つ

か

の

文
体
例

［
文
体
例

　
1
］

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

54

、．

斈
鶴
斤

溢

財
 

 

曽

謡
ロ
ケq”．．
　

7
繭

鋤

×凶
Φ

餌

ω

吋
 

亀

 ．
｝

O
円

¢

鐸
『診
〜 ”．

、、
く
O
瓢

5
Φ
＜
 

同

ぴ
Φ
餌
「

鳥

O
剛

酔

げ
 

O
巴
一

〇
導
一

嵩
ゆQ

¢
Q
螺
門

ヨ
 

鳴
　

ぐ
『
ご
罵

島
O
《
O
嘗

靉画
昌
評

汀
Φ

≦
勲
ω

 
餌

臨
O
ロ一
ゆ
鵬帽、．
　

裳
O
『

日
一
〇
〇
卿
Φ

匹

ρσ

叶

羅
鋤

図【
P

竃
p自
国固
 

芝
帥

ω

づ、
け

隣

＝

臨一
罵
コ
臓尸

帆職
尾
O
鐸

α
O
昌．
け

冖

膨一
昌

障

汁

臣
P
冖 唱
ω

h

億
コ
コ
宅
” 、．

．．一
島
O
障層櫛
一冖
吋
 

℃
『

§
Φ

一
〇

搾
 

、゚堕

貸

く
O
黨

ω

餌一
α

す
噌

蝿
コ

ρ

一

α剛
α

眺
け

5り
帥

鴫

℃
憎

鐸
目

P．、

、、
一

ω

帥一
匹

O
「

仁
昌
 

σ
 
6
効
鐸
ロ自

 

評
嗣
OO

評
Φ

島

賦

騨
 

鋤

℃
「

仁
諺
Φ゚
−．

．．
尾
O
環

ω

げ
O
億掃
α

7
薗
く
 

の

簿腕
亀

O
ぼ
Φ
門

門

零

畷

団
O
鐸

島
05

、
峠

一一
開
 

弓
N
彑
コ
 

o卩M
団
〇
二

uロ
置
O
億
一

飢

ぽ
靉
く
 

oり
帥剛
α．
　
、

孝
鋤
一

陣
ω

迂
 

 

餌

焦
轟
ひq
田

　
O
ず
 
冖 ．
同

《
” 噌．，

町
繭
W
二
辞

07

Φ
「

「圃
 
切

薗
門

Φ

「

Φ

島冖−り
　

竃
餌
×楠
Φ

ω

70

＝
叶

Φ

血゚

、、
驚
PO

自
梓

oq冖
　

閃
O
ω

Oo
ワ

m
『

の

「

 

奐

即
O
ω

 
ω

m
「

 

「

 

F
〈圃
O圃
 
け

ω

ゆ
「

Φ

び一
9
ρ
鬥
700

¢

一
气

印

poO

「

ロ
づ
Φ

鋤

嵩
匹

70

ω

7一
冖

QoO

コ

団
OF

．噛

．．
閃
口
6
渥

い、
OF

．鴇

竃
効

×｛
 

ω

四一
R

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

ド
けり

・．
哨
ロ
o
脚

冤
o

乳、

紹
蕊

窺

霞
ヨ．
［
ア

ン

ダ

ー

ラ

イ
ン

は

論
者
］

［

文
体
例

　
2

］

→
げ
Φ

ロp

ヨ
鋤
＝

げ
O
団
ω

O
餌

ヨ
Φ

Φ
鋤

巨
団

仲

O

け

げ
 

ぴ
肆
岑
騎凶
霞
ゆQ．

　

一

け

ミ
動
ω

oワ

臨
H一
島
帥
『

開

窯
ず
 
コ

夢
Φ

訣
「

oり

陛

け

『
触

 

 

O
ほ

噛

O
⊆
【

O
頃

け

7
 

ヨ
oc一
ユ一
 
山

O
億
冖

O
｛

θ

げ
Φ

ぼ
O
く

皀
oq「．
ρ
⊆一
 
け

麟
ω

O
効
醇

oり
凶
＝

酔

7
 

岸
h

 
H
汁

び
OO

件

oゆ゜
　

》
冖
げ凶
コ
一
鋤

団
Φ

憎

O
暁

h
「

 

Qo
ゴ

ω

PO

≦

OO

＜
 

「

Φ
飢

冖

 
Φ

一一
冖

ユ
 

け

O
名
顕

嵩

π
 

m

訂

m
♂

く

O〔
泣
叶

O
｛

O

巴
譯
戸

鋤
障
山

慧
日

 

寄
肋

零
 
「

 

冖
7
 

｛

貯
6摩
樽

州

OO

酔

℃
「画
コ
酔

ω

蝕

O

ぴ一
Φ

コ
昌
ω

7

詳
ω

O
Φ

蹴
Φ

O
櫛

むっ

億

議
螢
O
Φ゜
　

日
7
 ｝「

口
∩

騨
Φ
ユ

什

げ
 

資

薯
叫

団

什

ぴ
「

O
自
αq
『

け

ず
 

『
¢
盛

亀
Φ

畠

芝
OO

鳥
Φ

コ

す
口

房

国
障
匹

巴
O
う
鵬

酔

ぴ
Φ

o卩
け

『

 
¢
什

ω

O
｛

陣
ON

 

ロ

ヨ
ニ
臣
醗

O
肝

げ
Φ

ω

鵠
O
昌
け

ヨ
騨
「

冒
 
梓

ロ

『
O
 耀
ノ

く
び
 

州

Φ

冖

ぴ
Φ

ゆq

巴一
〇

埼
白卩

匂o
叶

OO

焦

蕚
瓢圃
岳

鵠
砂Q°

　

→
げ
 

『

O
団
の

ユ
Φ
ω

℃

置
ゆ
島

 

く
 

「

矯
冖

斷
障
αq
仲

財
 

寄

巴
山
 

「
6D

く

巴
¢
 

匹゚

→
ず
Φ

槻

oロ

OO

『

目
 

島
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σ

霽
口

q9
ゆ

昌
α

日
oo

犀
 

α

αqoo

自
口
 

芻゚

→
げ
 
矯

≦
o
ロ

巳
700

冖

毛
算
『
一
暫
煽
σq

ぼ
霞

簿

些
Φ

・゚

圃
葺
oh

⇔

o
ユ
℃

艮
ρ

p

巳
獸

冖

冨
《

ω

9
≦

餌 、
≦
o
ロ

巳
巴
印

三

巨
巴

夢
塁

≦

8一
匙

　
　

　

　

　
　
　
　
お　

ω
け

O
コ
Φ

搾

叶

O

自
 
鼬

冖

罫

［

文
体
例

　
3］

　
一

げ
鋤
山

四

鼠
o
ざ

三

国
 

卩
匹・
山
o
『

騨
昌

ρ

巴

30
．

些
曾
Φ

≦

器
o

巳
団

餌

ω

日
m
＝

臣
「

 

ぎ

9
 

Ω
o
ω

簿、
一

≦

器
h
Φ
Φ冖
一

写
oq

＝

巨

6
冖

霞
m
＝

げ

9
四

つ

ユ

≦
m
蕣．
α

o

畧

ぎ

8

Qり
∩
o
慧
90
コ
α・
く

贄
辞

　
一

胃

昌
 

≦
冖

『

鉾
o

子
 

閉
冖
琶
皀
o
団
 

匹

冒

9
 

Oh
臣

8
ヨ
貫

算

ω
叶

母
 

讐

ヨ
ρ

8
「

Hm

崑

薗
ロ

09

Φ
o
冖

oh

菊

己
言
巳
 

8

昏
 

ヨ、
簿

p
ユ

ω

o

一

げ
餌
ω
け

 
口．
自

日
《

ω
什

Φ

唱
ω

8
昏
Φ

甫
oo

匹

団

彎
』
ω

昌
 

苒
け

7
Φ

壽
餌
「

譜

≦
7
 
「

ρ

ω

ぎ
8

臣
Φ

ぐ
噸
O
「

屏

ヨ
 

ヨ

≦
Φ
『

Φ

讐

夢
O

貯

∪

ヨ
昌
05

剛

∋
茜

耳

≦
巴
貯

Q。［一
Φ

三

9
鵠
ユ

億
コ
ω

Φ
Φ

笋

→

匿
ω

げ
Φ【
擴

9
Φ

ヨ一
α

亀
Φ

o
｛

≦
3
冖

興、
蝉
昌
O

餌

ω

需
o
ロ
ぴq

芝
冒
匹

窪
o
≦
コ

ロ

》

夢
Φ

固
く
 

同

鬢

餝

只
魚

¢
げ

貫
『

ho

「

け

三
ω

咢
o
叶

国

コ
α

9
Φ

芝
葺
霞

≦

霧

讐

口

日
 
ω

＝

犀
 

8
ω

B
誹
国

ω

Φ
oo5

α

∪
色

轟
 

ミ
霞
δ”
o
コ

臼
Φ

ω

匡
 

o
℃
℃
o
ω

評
ρ

夢
 

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　　
　ワ

国
 

δ
匂段

乏

奠
 

ρ

巳

冨
α

霞
開
 
昌．
ユ

山
ω

龍

冒

臼o

寓
ぴ
げ゚

　
ま

ず
［

文
体
例

　
1

］

作
者
は

ナ

ン

と
ア

イ
ヴ

ァ

ン

の

ラ

イ
ア
ン

ズ

夫
妻
で、

　
シ
　

エ
　

フ

『

料
理

長
殿
ご

用

心
』

（、．
on9

≦
国

OZ

国

　
一

Qり

　
内

F
＝
20

　
→

団
閏

　
Ω
菊
国
》
日

O
＝
国

勾
ω

O
哨

国

¢
閑
O
℃

国．、

お
刈

9

と

い

う
ア

ン

チ
・

グ
ル

メ

小
説
で
一

躍
プ

ラ

ン

ド

ネ
ー

ム

と

な
っ

た
。

そ

の

他
邦
訳
の

あ
る

も
の

と

し
て

は、

フ

ラ
ン

ス
・

レ

ジ

ス

タ
ン

ス

と

ワ

イ
ン

と

シ

ャ

ン

パ

ン

を
絡
ま
せ

た

『

シ

ャ

ン

パ

ン
・
ブ

ル

ー

ス
』

（、、
O
＝

〉

ζ
勹

＞
02

閏

閃
ド

¢
国
ω．．

お
謬）

が

あ
る

。

文
体

例
に

取
り
上

げ
た

の

は
邦
訳
題

『

大
統
領
が

ラ
ン

チ
に

や
っ

て

く
る

』

の
一

部
で、

こ

れ

も
一

種
の

グ

ル

メ

小
説
の

パ

ロ

デ

ィ

と

い

っ

て

い

い

だ
ろ

う
。

た

だ

こ

の

“

お

し
ど

り

作
家
”

　
　

　

　

　

　
　

　

シ

　

エ
　

フ

の

場
合、

処
女

作
『

料
理

長
殿

ご

用

心
』

以

来
ど

の

作
品

も、

ユ

ー

モ

ア

と

洒

英

米
エ

ン

タ

テ
イ
ン

メ

ン

ト

文
学
の

文
体
と

翻

訳
実

践
例

矢

野
浩
三

郎

落
と

地

口

に

満
ち
溢
れ、

そ

れ
だ

け

に

翻
訳
者
に

と

っ

て

は

厄
介
な
し

ろ

も
の

で

あ
る

。

　

文
体
例
の

場
面
は、

ニ

ュ

ー
ヨ

ー

ク

の

レ

ス

ト
ラ
ン

の

調
理

場
で、

シ
ェ

フ

が

腕
自
慢
の

新
作
料
理

に

使
う
ト
リ
ュ

フ

を
味
見

し
て

い

る

と

こ

ろ
へ
、

マ

ク

シ

ー

と

ノ

ー

ム

と

い

う
ウ

ェ

イ
タ

ー

二

人

が、

例
に

よ
っ

て

駄
洒
落
を
連
発
し

な
が

ら

入
っ

て

き
た

と

こ

ろ

で

あ
る

。

原
文
の

下
線
を

施
し

た

部
分
の

う
ち、

二

行

目
の

、、
O
巴
δ
℃

ぎ
 

Oo

ξ
B
Φ

鴨．

と
い

う
の

は、

グ

レ

ア
ム

・

カ

ー

が

出
演
し

た

六

〇

年

代
の

終
わ
り
か

ら
七

〇

年
代
初
め

の

評

判
の

テ

レ

ビ

料
理

番
組
で、

日

本
で

も
12

チ
ャ

ン

ネ
ル

で

結
構
長

い

こ

と

放
映
さ

れ
て

い

た。

厄
介
な
の

は
日

本
で

の

題
名

が

『

世
界
の

料
理

シ

ョ

ー
』

と

な
っ

て

い

た
こ

と

で、

こ

れ

で

は
瞭

巴
δ
嘗
コ
ぴq

と

い

う
語
に

掛
け
ら
れ
た

ジ
ョ

ー

ク

を
生

か

す
す
べ

が

な

い
。

特
に
エ

ン

タ
テ

イ
ン

メ

ン

ト
小
説
に

お
い

て

は、

訳
注
な
ど

い

う
蛇

足
を
つ

け
る
の

は、

で

き
る
か

ぎ

り
避
け
る
べ

き

で

あ
る

（
と

論
者
は
信
じ

て
い

る）
。

　

そ

の

他
の

下
線
部
分
は
す
べ

て、

果
物
と

花
の

名
前
だ

が
、

こ

れ

も
そ
の

ま

ま

の

翻

訳
は
困
難
で

あ
る

。

こ

れ

以
上
の

説
明

を
す
る

前
に、

翻

訳
文
を
見
て
い

た

だ

こ

う。「

シ
ェ

フ

は

な

に

を
食
っ

て

る
ん

だ

P
　
イ
モ

か

な

P
」

こ

れ
は

マ

ク

シ

ー
o

　

　
ギ

ヤ

ロ

ビ

ン

ゲ

る
グ

ル

メ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「

『

世
界
の

料
理

シ
ョ

ー
』

っ

て

い

う
テ
レ

ビ

番
組
知
っ

て

る

か

P
　

『

千

回
ギ
ャ

ロ

っ

て

料
理

し

よ
う

』

っ

て

や

つ

さ
」

ノ

ー
ム

が

そ

う
言
っ

て、

マ

ク

シ

ー

の

顔
を
見
た

。

マ

ク

シ

ー

は

ぜ

ん

ぜ

ん

笑
わ

な
い
。

「

ど

う
し

た

P

お

も
し

ろ

く
な
い

か
p
己

「

イ
モ

臭
い

ダ
ジ

ャ

レ

は
好
き
じ
ゃ

な
い

ん

だ
」

「

イ
モ

っ

て

言
っ

た
の

は、

お

ま
え
じ

ゃ

な
い

か
。

お

れ

じ

ゃ

な
い
」
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明
犀轟
大

学

研
空掩
紀
甲
双

【
日
太T
文
化
嵩

千

部
゜

号口
硴鯏
文

化
学
科】
第
m
門ロ
写

　【
九
九亠ハ左
于

「

イ
モ

み

た
い

に

見

え
た

か

ら、

イ
モ

っ

て

言
っ

た
だ

け

だ
よ
」

「

ニ

ン

ジ

ン

っ

て

言
え
ば

よ
か

っ

た

ん

だ
。

イ
モ

が

好
き
じ
ゃ

な
い

な
ら、

『

シ

ェ

フ

は

な

に

を
食
っ

て

る

ん

だ
2
　
ニ

ン

ジ

ン

か

p・
』

っ

て

言
え

ぱ
い

い

だ

ろ
」

「

ニ

ン

ジ

ン

は

赤
い

だ

ろ

う
が

！
」

と、

マ

ク
シ

ー

が

ど
な
る。

「

な

に

言
っ

て

ん
だ、

ド
ア

ホ

！

　
赤
い

の

は

リ
ン

ゴ

だ。

明
ン

ゴ

は

洲
回

よ、

バ

ナ
ナ

は

黄
色、

メ

ロ

ン

は

緑
だ、

イ
チ
ゴ

は

ま
っ

赤
：

：

あ、

イ
チ

司
か
」

「

ク

タ
バ

レ
」

と
、

マ

ク

シ

ー。

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
ハ
リリ

「

お

ま

え
が

ク

タ
バ

レ
」

と、

ノ

ー

ム
。

　

原
文

の

下
線
に

相
当
す
る

部
分

の

訳
語
に

傍
線
を

付
し

て

い

る
。

窟
孱
コ
 

』
o
ド
 

と

い

う
の

は、

文
字
ど

お

り
の

駄
洒
落
（

い

う
ま
で

も
な
く、

ト
リ
ュ

フ

の

色
と

の

相
似
も
関
係
し

て

い

る〉

だ

が、

日

本
語

の

す
も

も
は、

ど

う
見
て

も
駄
洒
落

と

は

縁
遠
い

イ
メ

…

ジ

で

あ
る。
　

“

ダ

サ

イ
”

と

い

う
意
味
で

は

や

は

り
「

イ

モ
」

で

あ
ろ

う
。

と

な
る

と、

イ
モ

に

対
応
す
る

赤
い

も
の

と

な
っ

た

ら、

ど

う

し

て

も
チ
ェ

リ

ー

で

は

あ
り
え

ず、
　
「

ニ

ン

ジ

ン
」

が

い

い

と

こ

ろ

だ
。

で

は、

な

ぜ

バ

ラ

が

「

リ

ン

ゴ
」

に

な
っ

た
の

か
。

こ

こ

に、

聖
書
と

シ

ェ

イ
ク
ス

ピ

ア

と

並
ん

で

英
米
の

小
説
に

引
用

さ

れ
る

こ

と
の

多
い

マ

ザ
ー

グ

！

ス

が

関
係
し

て

く

る。
．．

幻
。
ω

鷂

穹
 

諾
α゚
＼

≦
。

醇
ω

穹
 

三

轟
＼

ω

・

鑒
ユ
ω

撃
δ
Φ

ミ

ぎ
鳥

ω

。

　
　
　

轟

　
　
　

　

と

い

う
ヴ

ァ

レ

ン

タ

イ
ン
・
デ

ー
に

歌
わ
れ

る

歌
は、

英
語
国
民
な
ら

鋤
畳

Φ

団
OF

だ

れ
で

も、

す
ぐ
に

口

を
つ

い

て

出
る

俗
謡

で

あ
ろ

う。

そ
う
な
る
と

こ

ち

ら

も、

せ

め
て

童
謡

か

艮
謡

か

と
行
き
た

い

と
こ

ろ

だ

が、

適
当
な

も
の

を
思
い

つ

か

ず、

い

さ
さ
か

古
す
ぎ
て

黴
の

生

え
た

観
は

あ
る

が、

「

リ

ン

ゴ

は

赤
い

よ、

バ

ナ
ナ
は
…

…
」

以
下
の

昔
の

流
行
歌
を
援
用

し

た

次
第

。

し

た

が
っ

て、

邦
訳

56

文
で

は、

℃

凄
昌
 

が

「

イ
モ
」

に

化
け、

魯
興

憂
が

「

ニ

ン

ジ

ン
」

に

化
け、

『

o
°嘖

Φ

が

「

リ

ン

ゴ
」

と

「

イ
チ
ゴ
」

に

化
け

る

と

い

う
仕
儀
に

な
っ

た
。

　

次
の

［

文
体
例

　
2

］

は、

現
代
イ
ギ

リ

ス

の

エ

ン

タ

テ

イ
ン

メ

ン

ト

文

学
の

第
一

人

者
ケ

ン

・

フ

ォ

レ

ッ

ト
の

大
作

『

大
聖
堂
』

の

冒
頭
部
分

で

あ

る
。

ス

ト

ー

リ

！

を

＝
言

で

い

え
ば、

十
二

世
紀
の

イ
ン

グ

ラ

ン

ド
を
舞
台

に、

カ

テ

ド

ラ

ル

建
立
に

生

涯
を
賭
け

る

石
工

二

代
の

物
語、

と

い

う
こ

と

に

な
ろ

う。

し

か

し、

原
文
は

ご

覧
の

よ
う
に
、

平

明

な

現

代
文

で

綴
ら

れ
て

お

り、

引
用

部
分

に

は

な

い

が、

登
場
人
物
た

ち
も
恰
も
現
代
入

で

あ
る
か

の

よ

う
な
台
詞
廻
し

で

し

ゃ

べ

る。

と

こ

ろ

が、

日

本
の

歴
史
小
説
や

時
代
小

説
に

は、

そ

れ
な

り

の

ス

タ

イ
ル

が

あ
っ

て、

あ
ま

り

に

平
易
な

現

代
文

で

は

読
者
に

違
和
感

を
起

こ

さ

せ

る

の

で

は
な
い

か、

と

い

う
の

が

訳
者
の

判
断
で

あ
っ

た
（
最
近
で

は、

現
代
文
調

で

書
く
時
代
小
説
作
家
も
現
れ

て

い

る

が
、

ま
だ

少
数
で

あ
る
）

。

　
そ

こ

で

翻

訳
は、

や

や

古
め

か

し
い

こ

と

ば

や

言
い

回

し

を
所
々

に

使
っ

て、

あ
た
か

も
時
代
小
説
の

ご

と

き

文
調
を
出
す
よ
う
心

掛
け

た
。

そ

れ

以
上

の

説
明

は

不

要
だ

ろ

う。

左
に

対
応
す
る

訳
文
を
掲
げ
る

。

朝
ま

だ

き
の

死

刑

場
に

あ
ら

わ
れ
た

の

は、

近
隣
の

悪
童
ど

も
で

あ
る。

　

ま

だ
暗
い

う
ち
に、

粗
末
な
民
家
か

ら、

ま

ず
三

人、

四

人
と

フ

ェ

ル

ト

　
な

が

ぐ

つ

　
　

　

　
　
　
　

　
　

ね

こ

の

長
靴
を
履
い

て、

猫
の

よ

う
に

ひ

そ

や

か

に

忍

び

出
て

き

た
。

薄
く
つ

も

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　
ま

ち

っ

た

新
雪
が、

塗
り
立
て

の

ペ

ン

キ

の

よ
う
に

小

さ

な
市
を
塗

り
つ

ぶ

し

て

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

こ

わ

つ
ば

い

る
。

そ

の

し

み

ひ

と

つ

な
い

表
面
を、

小
童
た

ち

の

足

跡
が

汚
し

て

ゆ

く
。

ひ

し

め

き
あ
っ

た
木
造
の

あ
ば

ら
家
の

あ
い

だ

を
抜
け、

凍
り
つ

い

た

ど

う

み

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

う

し

ゆ

だ

い

泥
道
を、

　

　
　
　
森
閑
と

し

た
市
場
ま
で

や
っ

て

き
た

。

そ

こ

に
「

絞
首
台
が

立
っ

て
い

る。

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
けい
べ

っ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
こ

　
ば

　

小
童
た

ち

は、

お

と

な

の

貴
ぷ

も
の

を

軽
蔑
す
る。

美
し
い

も

の

を
小

莫
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か

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

わ
ら

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

ち

よ

う

し

よ

う

迦
に

し、

善
な
る
も
の

を
あ
ざ
嗤
う

。

弱
者
と

み

れ
ば

嘲

笑
し、

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　ハ
のり

た

動
物
に

は

石
を
投
げ

つ

け、

殺
す

。

傷
つ

い

“

現
代
英
国
文

学
の

鬼
才
”

ピ

ー

タ
ー
・

ア

ク

ロ

イ
ド

を
エ

ン

タ
テ

イ
ン

メ

ン

ト

文
学
作
家
の

部
類
に

入
れ

る

こ

と

に

は、

異
論
の

あ
る

向
き
も
あ
る

か

も
し

れ

な

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　　
カヤ

い
。

現
在
翻
訳
さ
れ
て

い

る

三

作
だ
け

で

見
て

も、

ア

ク
ロ

イ
ド

が
い

か

に

技
巧

的
で

多
才
な
作
家
で

あ
る

か

が

わ

か

る
。

い

わ

ゆ

る
“

ポ
ス

ト

モ

ダ
ン

”

の

部
類

に

引
っ

括
ち
れ

て

い

る、

こ

の

作
家
の

技
巧
は、

そ
う
で

あ
る

だ

け
に

エ

ン

タ

テ

イ
ン

メ

ン

ト
の

領
域
に

ま
で

踏
み

入

ら
な
け
れ

ば

止
ま
な
い

類
い

の

技
巧
と
い

っ

て

い

い
。

そ

の

顕

著

な

現

れ

が、
、、

＝
〉

藁
oD
竃
OO

幻．．（
目

 

QQ
切）、
、、
靄
勾
QD
→

＝
O
＝
日−．

（

一

 

。。

 ）
お

よ
び、

最
新
作
．、

∪
諺
Z

い

国
ZO

》
ZU

→
踏
国

ぴ【
ζ
眄−

山
Oq

ω
国

OO

ピ
国

冒．、（
HO

謹）
に

結
実
し

て

い

る

の

を
見
る

こ

と
が

で

き
る

．

　
［

文

体
例

　
3］

は
．．

＝

》

≦
囚
ω

ζ
○
○
閃、、

の

冒
頭
に

近
い

部
分
の

文
章
だ

が、

一

見
し

て

明
瞭
な
よ
う
に、

英
国
十
八
世
紀
の

文
語
体
で

書
か

れ
て

い

る
。

当
時

の

建
築
家
ニ

コ

ラ

ス
・

ホ

ー
ク
ス

ム

ア

の

設
計
に

な
る
ロ

ン

ド
ン

の

ブ

リ

テ

ィ

ッ

シ

ュ

・
バ

ロ

ッ

ク

式
教
会
堂
を
媒
体
と

し

て、

そ

の

普
請
当
時
と
そ
れ

か

ら
二

百

五

十
年
後
の

現

代
と

が

奇
怪
な
結
ば

れ
方
を
す
る

と

い

う
物
語
だ
か

ら

だ
が、

奇

数
章
が

十

八

世

紀
の

文
語
体
で、

偶
数
章
が

現
代
の

口

語
体
で

綴
ら
れ

る
。

翻
訳

と

し

て

は、

奇
数
章
に

は
歴
史
的
か

な
つ

か

い

を

用
い

る

等
の

方
法
も

考
え
ら

れ

る

が、

エ

ン

タ

テ

イ
ン

メ

ン

ト
の

文
章
と

い

う
観

点
か

ら、

敢
え
て

そ

の

方
法
を

取
ら

な
い
。

　
頭
が

割
れ
る

よ

う
に

痛
む。

部
屋

に

は

わ

ず
か

な
火
が

あ

る
だ

け
な
の

に、

異
常
に

体
が

火
照
る

の

で、

戸

外
へ

出
て

ス

コ

ッ

ト
ラ

ン

ド
・

ヤ

ー

ド

を

歩
い

た。

王

室
建
設
局
に

雇
わ

れ
て

い

る

他
の

者
た

ち
に

じ

ろ

じ
ろ
見
ら

英
米
エ

ン

タ

テ

イ
ン

メ

ン

ト
文

学
の

文

体
と

翻
訳
実

践
例

矢

野
浩

三
郎

れ
る

か

も
し

れ
ぬ

。

私
は

彼
奴
ら

の

嘲
り

の

的
に

さ

れ

て
い

る

か

ら

だ。

そ

こ

で

歩
み

を
早
め、

波
止

場
脇
の

材
木
置
場
へ

と
向
か

っ

た
。

職
人
は

中
食

を
取
っ

て

い

る
か

ら、

そ

こ

な
ら

人

の

目
も
な
く、

落
ち

着
い

て

散
歩
が

出

来
る

は

ず
。

季
節
は

真
冬
で、

強
風

に

煽
ら

れ
る
川
の

水
位
は

高
く、

と

き

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
れ　

と

し

て

ノ

ア

の

大
洪
水
の

再
現
か

と

思
わ
れ

る
ほ

ど

で

あ

る
。

超
訳
の

問

題
点

　

文
学
の

翻
訳
に

お

い

て、

ど
こ

ま
で

原
作
の

文
章
を
離
れ

る

こ

と

が

許
さ

れ
る

か、

と

い

う
問
題
に

つ

い

て

考
え

る
と

き、

論
者
の

態
度
は

常
套
的
に

二

極
の

地

平
の

間
を
右
往
左
往
す
る

こ

と

に

な
る

。

一

方
の

極
は
原
作
を

変
形

す
る

こ

と

を

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　パ
リ　

翻
訳
の

“

悪
”

あ
る

い

は

“

犯

罪
”

と

見

る

ナ
ボ
コ

フ

の

地
平
で

あ
り、

他
方
に

は

（

文

学
の

翻
訳
で

は

な

い

が
）

原
語
を

絶
対

視

す
る

こ

と

を
戒
め、
「

あ
る
言

語
で

い

え
る

こ

と

は、

表
現
形
式

を
変
え
て

も
よ
い

な
ら

ば、

す
べ

て

他
の

言

語

　
　

　

　
　
　
　ハ
おり

で

も
表
現
で

き
る
」

と
す
る

ナ
イ
ダ
の

地

平
が

あ
る。

　
た

だ、

こ

の

国
の

エ

ン

タ
テ
イ
ン

メ

ン

ト
文

学
の

翻
訳
史
を
眺

め

て

み

る

と

き、

原
作
に

忠
実
な
全
訳
主
義
が

主

流
と

な
っ

た
の

は、

そ

う
昔
の

話
で

は

な

い

こ

と

に

気
が

つ

く
。

私
見
で

は、

戦
後、

そ

れ
も
「

ハ

ヤ

カ

ワ
・
ミ

ス

テ

リ
」

（
早

川
書
房
）

が

創
刊
さ
れ
る

昭
和
二

十
八

年
以

後
の

こ

と

で

は

な
い

か

と

思
わ

れ

る
。

そ
れ

以

前
は、

ダ
イ
ジ
ェ

ス

ト
版、

部
分
翻
訳、

翻

案
等
々

の

出
版
は

決
し

て

珍
し

く
な
か

っ

た
。

む

し

ろ

大
衆
読
者
に

合
わ
な
い

部
分
は

割
愛
さ
れ、

あ

る

い

は

大
衆
の

好
み

に

合
う
よ

う
に

美
化
さ
れ

る

（
そ
れ
こ

そ
ナ
ボ

コ

フ

が

糾
弾
し

た

こ

と

だ

が
）

の

が、

家
常

茶
飯
で

あ
っ

た

と

い

っ

て

い

い
。

そ
れ

が

ど

う
し

て、

全

訳
主
義
を

う
る
さ

く
唱
え
る

よ
う
に

な
っ

て

い

っ

た

の

か

に

つ

い

て

は、

事
改
め

て

追
求
し

て

み

る

価
値
は

あ
り

そ

う
で

あ
る
。

　
遠
く
西
洋
の

大
衆
小
説
輸
入

の

黎
明

時
代
に

溯
れ

ば、

黒
岩
涙
香
を
そ
の

代
表57
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研
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紀
要
【
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本

文
化

学
部
・
言
語

文

化
学
科】
第
四
号

　一
几
九

六

年

格
と

し

て
、

融
来
小
説
の

翻
訳

は

す
な
わ
ち
翻
案
と

ほ

と

ん

ど
同
義
で

あ
っ

た
。

も
っ

と
も
涙
香
の

場
会、

探

偵
小

説
の

翻
訳
は
飽

く
ま

で

大
衆
の

啓
蒙
の

た
め

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　ハ
　ら

の
、

文
字
ど

お

り

の

大
衆
（

平
民）

文
学
の

普
及
の

た

め

の
［

手
段
で

あ
っ

た
の

だ

か

ら、

同
断
に

論
じ
る

の

は

適
切
で

な
い

か

も
し

れ

な
い
。

そ
の

後、

大
正

に

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　ロ
おぽ

入
っ

て

博
文
館
か

ら

「

新
青
年
」

が

発
刊
さ
れ、

こ

の

モ

ダ
ン

な
雑
誌
を
舞
台
に

所
謂

，

探
偵
小
説
”

の

輸
入

が
い

よ

い

よ
盛
ん

に

な

る
が、

そ
れ

ら

は

翻
案
と
ま

で

は

い

わ

な
い

も
の

の
、

基
本
的
に

は

明

治
期
か

ら

の

翻

訳
態
度
に

変
わ
り
は

な

か
っ

た
。

今
日、

保
篠
龍
緒
の

ア

ル

セ

…
ヌ
・

ル

パ

ン

物
や、

田

中
早
苗
の

ガ

ボ

リ

オ

訳
な
ど

を
読
ん

で

み

れ

ば、

そ

の

こ

と

が

よ
く
わ
か

る。

　
そ

の

傾
向
は

戦

後
の

エ

ン

タ

テ

イ
ン

メ

ン

ト
文
学
の

翻

訳
に

ま

で

尾
を
引
く
こ

と

に

な
る。

そ
れ
が

ど

う
い

う
わ

け
か
、

原
文
尊
重、

全

訳
主
義
へ

と

（
ナ
イ
ダ

の

地
平
か

ら

ナ
ボ
コ

フ

の

地

平
へ

と
）

振
り

子

の

逆
転
運

動
が

起
き

る

の

だ

が、

そ

の

た

め

に、

昭

和
五

〇

年
代
に

入
っ

て、

五

木
寛
之
が

翻
訳

『

か

も
め

の

ジ
ョ

ナ

サ

ン
』

を
刊
行
し
た
と

き、

み

ず
か

ら
の

翻

訳

態
度
を
釈
明
す
る

か

の

よ
う
な

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　ド
みレ

「

創
訳
」

と

い

う
新
語
を
考
案
し

な

け

れ
ば

な
ら

な
か
っ

た

は

ど

で

あ
る
。

そ

の

後
ひ

と

し
き
り、

こ

の

「

創
訳
」

と

い

う
こ

と

ば

が

人
口

に

膾
炙
し

た
が、

今
日

的
標
準
か

ら

い

え

ば、

『

か

も
め

の

ジ

ョ

ナ
サ

ン
』

の

翻

訳
は

ま
だ
か

な
り

原

文

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　ハ
め　

尊
重
主

義
的
で

あ
っ

た

と

い

っ

て

差
し
支
え

な
い

。

　
「

創
訳
」

は

い

ま

や

死

語
だ

が、

昭
和
六

〇

年

代
に

入
っ

て、

こ

ん

ど

は

「

超

訳
」

な
る

新
語
ハ
正
確
に

は

「

超
翻

訳
」

と

な
っ

て

い

た

が
）

が

登
場
す
る

。

そ

の

最
初
の

『

ゲ

ー

ム

の

達
入
』

（
一

九

八
六
）

以

降、

网

明

日

が

あ
る

な
ら

』

『

時

聞

の

砂
』

『

真
夜
中
は

別
の

顔
』

と

シ

ド
ニ

ィ
・
シ
ェ

ル

ダ

ン

の

数
々

の

作
品
を

出

版
す
る

こ

と

に

な

る

ア

カ

デ

ミ

i
出
版
の

命
名
で

あ
る。
「

英
意
和

訳
・

天

馬

龍

行、

日

本
語
文
章
・

紀
泰
隆
」

と

い

っ

た

記
載
は

あ
る
も
の

の
、

ど

う
せ

筆
名
で

は

あ
る
に

せ

よ、

そ

の

名
前
で

の

特
定
の

個
人

は

実
在
し

な
い

ら

し

い
。

従
来
の

58

概
念
で

い

う
な
ら
ば、

グ
ル

ー

プ
翻
訳、

要
す
る

に

翻
訳
工

房
式
流
れ
作
業
方
式

で

あ
ろ

う
。

　

そ
う
だ

と

す
れ
ば、

な
に

も
事
新
し

い

方
法
で
は

な

い

が、
「

超
訳
と

い

う
の

は、

一

度
翻
訳
し
た

も
の

を
さ

ら
に

わ

か

り
や

す
く
て

読
み

や
す
い

駐

本
語
に

直

し、

そ

れ

を
も
う
一

度
翻
訳
家
が

原
文
と

照
ら
し

合
わ

せ

て

チ
ェ

ッ

ク

す
る

や
り

方
で、

大
変
手
間
の

か

か

る

作
業
で

す。

こ

れ
ま
で

の

翻

訳

小

説
は、

と

に

か

く

言
葉
が

難
解
で

読
み

づ

ら
か

っ

た
…
…

云
々
」

と

い

う、

ア

カ

デ

ミ

ー

出
版
社

長

の

談
譌
と

と

も
に、

そ

の

凄
ま
じ
い

ば

か

り
の

宣
伝
攻
勢
に

よ
っ

て、

新
作
の

翻

訳

が

出

版
さ

れ
れ

ば
必
ず
ベ

ス

ト
セ

ラ

ー

の

ト

ッ

プ
に

躍

り

出

る

と

い

う

現
象
が

繰
り
返
さ
れ
れ
ば、

も
は

や

無
視
し

て

済
む

瑣
末
事
で

は

な
く
な
る

。

　

か

く
し

て

平
成
三

年、
『
真
夜
中
は
別
の

顔
』

（．、
→

覿
国

O
→
鷓
国

菊

Qo

日
国

O
男

竃
HU

翆

お
＝
日．．
H
¢

謎）

を
め

ぐ
っ

て、

週
刊

誌

を
舞
台
に

し

た

”

超
訳

騒

動
”

が

起
き
る

。

火
付
け

役
は

「

週
問
文
春
」

で、

天

馬
龍
行
等
の

超
訳

文
を
英
語
に

逆
訳
し、

明
治
大
学
に

在
職
す
る
米
国
人

助
教
授
と

「

ジ

ャ

パ

ン

・

タ

イ
ム

ズ
」

の

コ

ラ
ム

ニ

ス

ト
に

文
章
チ
ェ

ッ

ク

を
受
け

た

上
で、

ア
メ

リ
カ

に

住
む

原
作
者

の

元
へ

そ
れ
を
持
参
し

た
。

｝

読
し

た

シ
ェ

ル

ダ
ン

は
顔
色
を
変
え、

「

信
じ

ら

れ

な
い

…

…
霞

本
人
が

読
み

や
す
い

よ
う
に

と

変
え

た
の

か

も
し
れ
ま
せ

ん

が、

私
は

そ

れ

を
望
み

ま
せ

ん

し、

や

り

方
が

フ

ェ

ア

で

は
な
い
」

と

い

っ

た

そ

う
で

　

　ロ
リリ

あ
る

。

か

く
し

て

“

超
訳
騒
動
”

に

火
が

付
い

た

の

だ
っ

た

が、

そ
の

火

は

ボ

ヤ

程
度
に

し

か

な
ら

ず、

短

時
日

に

し

て

鎮
火
す
る

に

至
る

。

ア

カ

デ

ミ

ー

出
版
側

が

巻
き
返

し
を
図
り、

急
遽
シ

ェ

ル

ダ
ン

が

来
臼

し

て

「
ア

カ

デ

ミ

ー

の

翻
訳

に

100

％
満
足
し

て
い

る
」

と

言
明

す
る

に

及

ん

で、

騒
動
劇
は

幕
を
下

ろ

す
格

　

　

　
　
　ら
あソ

好

に

な
っ

た．

考
え
て

み

れ
ば、

問
題
が

ま

と

も
な

翻
訳
論
争
へ

と

延
焼
す
る
こ

と

の

な
い

ま
ま、

竜
頭
蛇
尾
に

鎮
火
に

至
っ

て

し

ま

っ

だ
の

は

残
念
至
極
で

あ

る
。

結
果
的
に

は、

こ

の

”

騒
動
4

の

お

陰
で

超
訳

本
の

売
れ

行
き
に
一

層
の

拍
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車
が

掛
か
っ

た

の

も、

か

え
っ

て

皮
肉
で

あ
っ

た
。

　
そ
こ

で、

い

っ

た

い

超

訳
と
は

ど

う
い

う
も
の

か
、

そ
の
一

例
を
検
証
し
て

み

た
い
。

『

真
夜
中
は

別
の

顔
』

に

つ

い

て

は、

「

週
刊
文
春
」

で

取
り
上

げ
ら
れ

た

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
ハ
のヤ

以
外、

既

に

中
村
保
男

に

よ
る
検
証
も
あ
る
の

で、

こ

こ

で

は

シ
ェ

ル

ダ
ン

の

作

品
で
は
な
く、

一

九
九
五

年
三

月
末
に

発
売
さ
れ
た

ロ

マ

ン

ス

派
作
家
ダ
ニ

エ

ル
・
ス

テ

ィ

ー

ル

の

『

ア
ク

シ

デ

ン

ト
』

（ 、、
＞
O
Ω
∪
国
2
→、．

お
漣）

を
俎
上

に

載

せ

て

み

る
。

ま

ず
訳
文
の

ほ

う
か

ら
。

第
−

章
の

書
き

出
し
の

部
分

で

あ
る。

ふ

と、

過
ぎ

た

日

が

懐
か

し

く
な
る
不
思
議
な
日

和
。

四
月
の

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

に

は、

こ

ん

な
日

が

た

ま

に

あ
る

。

お

い

し

い

空
気
と

心
地

よ
い

日

差
し。

絹
の

よ

う
な
そ

よ
風

が

優
し

く
頬
を
な
で

て

行
く

。

こ

う
い

う
日

は、

も
っ

た
い

な
く
て
、

家
の

中
に

引
き
こ

も
る
の

が

階
し
く
な
る

。

　
ク

ラ

ー
ク

家
の

運
命
の

歯
車
が

回

り
始
め

た

の

は、

し

か

し、

こ

ん

な
春
の

土

曜
目

だ

っ

た
。

　
朝
か

ら
よ
い

天
気
の、

い

ろ

い

ろ
あ
っ

た
一

日

だ
っ

た
。

今
は

も
う
夕
方
の

五

時
で

あ
る。

ハ

ン

ド
ル

を
握
る
ペ

イ
ジ
・

ク
ラ
ー

ク
は、

ゴ

ー

ル

デ

ン

ゲ

イ
ト
・

ブ

リ
ッ

ジ

を
マ

リ

ン

郡
に

向
か

っ

て

渡
っ

て
い

た。

遙
か

な
水
面
を

見
渡
し

た

彼

女
は、

そ
の

美
し

さ

に

思

わ
ず
息
を
飲
ん

だ
。

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

の

街
が

夕

日

に

映
え

て、

宝
石
の

よ
う
に

輝
い

て

い

る。

　
そ
れ

か

ら
ペ

イ

ジ

は、

助
手
席
に

座
る

息
子

を
ち

ら

り

と
見
た

。

先
週
の

水
曜

日

に

七

歳
に

な
っ

た

ば

か

り

の

ア

ン

ド
リ
ュ

ー

で

あ
る

。

顔
は

泥
だ
ら

け、

さ
っ

き
ま
で

野
球
帽
を
か

ぶ

っ

て

い

た

か

ら、

頭
の

毛
が

逆
立
っ

て

い

る。

そ
れ
以
外

は

ど
こ

か

ら
ど

う
見
て

も
自
分
に

瓜
二

つ

だ
。

野
球
の

試
合
を
終

え、

こ

う
し
て

機
嫌
よ

く
家
路
を
行
く
母
子
の

姿
は、

で

あ
る

。

微
笑
ま
し

く
て

幸
せ

を

絵
に

描
い

た
よ
う

英
米
エ

ン

タ

テ

イ
ン

メ

ン

ト
文

学
の

文
体
と

翻

訳
実
践

例

矢
野

浩
三

郎

こ

の

物
語
を
進
め

る

前
に、

母
親
ペ

イ
ジ
・

ク

ラ

ー

ク

の、

掛
値
の

な

い

人

間

像
を
ぜ

ひ

読
者
に

知
っ

て

も
ら

わ
な
く
て

は

な
ら

な
い

。

ペ

イ
ジ

は、

周
囲
の

誰
も
が

認
め

る

良
妻
賢
母
で

あ
る。

（
…

…

…
…

V

　（
傍
線
は

論
者）

　
サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

郊
外
に

住
む

中
流
家
庭
の

主
婦
ペ

イ
ジ

が、

土

曜

日

の

午

後、

少
年
野

球
で

活
躍
し

た
息
子
を
車
に

乗
せ

て
、

自
宅
へ

向
か

っ

て
い

る

場
面

で

あ
る
。

論
者
が

傍
線
を
施
し
た

部
分

に

留
意
し
な
が

ら、

次
の

原
文
を
ご

覧
い

た

だ

き

た

い
。

　
　

騨

≦
器
o

器
ohgo

ω

 

冨
畦
 

o
戸

α
Φ

ぎ
ε

磊
ぐ

毛

彎
ヨ
QD

簿一
』

a
翅
餌

津

霞・

コ
oo

コ

ヨ

＞
O

匹、

≦
げ
o
昌

臣
o

国
凶

「

o
コ

団
o

母

9
Φ

Φ

犀

噺

Φ

巴
ω

嵩
評
Φ

ω

自

ぎ
簿

昌
α

同
o
ロ

ミ
¢。

三

8
ω

斑
団

o
ロ

巳
oo

屋
噛

o
「

o
＜

興
」
け

，
m
匹

げ
Φ

8
蝉

δ
口
mq闇
ω

賃

ロ
コ
宅

魯
ざ

国

巳

α

ユ
〈

ヨ
αq
鋤

qo
ω

ω

窪
Φ

Oo

匡
Φ
⇒

Oo8

しu
「

置
眇q
 

卑

臣
く
Φ

o、
oHoo

ぎ

冒

8
］
≦

母
旦

障
け

oo

評

勺
国
ひq
  、
ω

σ
目

 
国

9
笛

≦
鋤
団

鋤
ω

ω

ず
Φ

δ
o
犀
 

儀

po

「

o
ω

ω

9
 

≦
篝
 
「°

　
　
ω

げ
Φ

σq

訂
g
巴
o
＜

震

卑
ず
 

「

ω

o
口

』
oo

匠

ぎ
m自
＝

犀
Φ

四

ω

ヨ
国

＝

巨
o
ロ
匹

吐

8
＝

B

o
噛

9
♪

び
 
ω

匡
 

冨
さ

 

×

8
や
什

件

冨
冖

馘
自゚

ぼ

巴
「

≦
器
ω

口
6
評一
口
ゆqoO

ω

窪
巴
αq
耳

≦

竃
「

 

霞
ω

げ

鷂
 
び

巴【

s
唱

7
鋤
ユ

げ
Φ

Φ

PO

昌
創

9
臼
 

毛

霧

9
「
け

国
ロ

o
＜

震

露
ω

冨
8°
〉
口

費
Φ

≦

勺
p。
9
臼
ω

o
コ

Ω
餌

蒔
 

ぴ
帥
鳥

冖

＝

∋
巴
゜印

Φ

〈

8
昏
Φ

買
Φ

〈凶
o

島

→

話
巴
鋤

ざ

》
口
氏

甘
ω
冖

ω

犀凹
昌
伽q9

興
ρ

「

 

冨
×

ぎ
αq

畦
8
「

臼
Φ

ゆq9

ヨ
 −
o

器

8
巳
口

ho

ユ

守
o
。喞

需

8
ひ煢

90
出

冖

冨
げ
op

α

げ
Φ
冖

甫
 

2
子
 

ヨ゚

勺
射
αq
 

Ω
四

鱒
Φ

≦

器
蝉

咀
oo

α

ヨ
09

Φ

さ

四

伊qoo

自

乏凶
｛

 噌

曄
 

ざ
昌
α

ohh

ユ

8
ユ

国
コ
《
o
コ
 

≦
o
巳
α

σ
 

　
　

　

　

　
　
　ハ
のピ

ぴq
「

肆
Φ
噛

巳
h

葭゚
（

…）

ま
っ

さ

き
に

目
に

留
ま
る

の

は、

一

つ

に

は

原
文
の

パ

ラ

グ
ラ

フ

が

訳
文
で59
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一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

明

星
大
学

研

究
紀

要
餉
口

本
文

化
学

部
二
菖

語
文

化
学

科】
第
四

号
　一
丸

九
六

年

は、

頻
繁
な

改
行
に

よ
っ

て

軽
快
な
感
じ
を
与
え
ら

れ
て

い

る

こ

と
と、

も
う
一

つ

は、

二

行
目
の

傷
Φ

膏凶
○
に
ω

貯

毛

鷲
ヨ

QQ
韓
霞
儀
自。

同

駄
け

Φ

毎
oo

謬

が、

第
一

行
と

第
六

行
（
第
二

段
落
）

と
に

分
割
さ
れ
て

訳
さ

れ

て

い

る

こ

と

だ

ろ

う
。

そ
の

こ

と

自
体
は、

日

本
語
の

文
脈
に

沿
う
よ
う
に

工

夫
さ

れ
た

の

だ

と

解
釈
で

き、

む

し

ろ

積
極
的

に

評
価
で

き
る。

問
題
は

傍
線
を
施
し

た
部
分
で

あ
る。

　
こ

う
し

て

並
べ

て

み

れ
ば
｝

目
瞭
然
な
よ

う
に、

癆
線
部
分
は、

 
原
文
に

は

な

い

付
け

足

し
か、

 
原
意
の

（

故
意
か

否
か

は

と

も
か

く）

捻
じ
曲
げ

か
、

 

明

ら

か

な
誤
訳
か、

そ
の

ど

れ

か

に

属
す
る
。

 
の

う
ち、

第
丑

行
「

ク

ラ

ー

ク

家
の

運
命
の

歯
車
が

…

…
」

の

文
と、

後
か

ら

三、

二

行
目
「

こ

の

物
語

を
進
め

る

前
に、

母

親
ペ

イ
ジ
・

ク

ラ
ー

ク

の

…

…
」

の

文
は、

ス

ト
ー

リ

i
進
行
の

た

め

の

純
然
た

る
叙
述
上
の

付
け
足
し

で

あ
る
。

余

計
と

い

え

ば

余
計、

あ

ら

ず
も

が

な
の

付
け

足
し

（

原
文
に

は

な
い
）

で

は

あ
る

が
、

そ

れ

も
翻
訳
者
の

判

断
な

ら

ば、

積
極
的
に

忌
避
す
る

理
由
は

な
い

と

し

よ

う。

　
そ

の

他
の

部
分、

「

ふ

と、

過
ぎ
た

日

が

懐
か

し

く
な
る

…

…
」

と
か

「

も
っ

た

い

な

く
て、

家
の

中
に

…

…
」

（
 
）

と

か

「

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

の

街

が

…

…

宝
石

の

よ
う
に

輝
い

て

い

る
」

「

微
笑
ま

し
く
て

幸
せ

を
絵
に

描
い

た
よ
う
」

な
ど

は、

い

か

に

も

卑
俗、

陳

腐、

紋
切

り
型

を

そ
れ
こ

そ
「

絵
に

描
い

た

よ

う
」

な
形

容
詞
（

句
）

の

陳
列
で

し

か

な
い
。

こ

の

よ
う
な

表
現
を
付
け
足

し
す

る

の

が、
「

わ

か

り
や

す
い

日

本
藷

に

直
す
」

こ

と

だ

と

超

訳
の

翻
訳
者
が

考
え

て
い

る
と

し
た

ら、

日

本
の

読
者
を
よ

ほ

ど

程
度
低
く
見

て

い

る

と

い

わ

ざ

る

を

え
な

い

だ
ろ

う
。

　
引
用
文
中
程

の

「

先
週
の

水
曜
日

」

は

単
な
る

う
っ

か

リ

ミ

ス

だ
ろ

う
（

「
今

週
の

火
曜
日

」

が

正
し

い
）
。

こ

の

手
の

間
違
い

（

必
ず
し
も
う
っ

か

り

と

は
思

え
な

い

が）

は

随

所
に

目
に

付
く

。

引
用
文
の

数
行
後
に

も
「

ア

ン

デ

ィ

ー

は

そ

う
醤
っ

て

に

っ

こ

り

す
る

と、

口

か

ら

ガ
ム

を
出

し

た。

ガ

ム

に

は

い

ま
噛
ん

だ

60

ば
か

り
の

歯
型
が
つ

い

て

い

る
」

と

い

う
文
章
が

あ
り、

こ

れ
の

原
文
は

　、、
鵠
Φ

噂
ぎ

澪
ρ

路
o

鼠
コ
 

αq
＝

ヨ
ω

≦
『
Φ

話
び
o

晋
o
剛

窪
。゚

マ

呈
コ
Φ

Φ
け

三
日

巴
o
．

 

窪

§
瓜
｝

屋
∩

Φ

葺剛
写．．

で、

む

ろ

ん

こ

れ
は、

前
歯
二

本
の

欠
け

た

隙
間
に

ガ

ム

が

挟
ま
っ

て
い

る

の

で

あ
る。

本
論
考
は

誤
訳
摘
発
が

目
的
で

は

な
い

の

で、

こ

れ

以

上

の

詮
索
は

し

な
い

が、

こ

の

程
度
の

「

う
っ

か

り

問
違
い

」

は

毎
頁
少
な

く
と

も

二
、

三

カ

所
あ
る

こ

と

だ

け

は

い

っ

て

お

く
。

　

そ
れ
よ

り
引
用

文
最
終
行

の

「

周
囲
の

誰
も
が

認
め

る

良
妻
賢
母
」

の

ほ

う
が

問
題
で

あ
ろ

う
。

こ

の

文
自
体
が

誤
訳
で

あ
る

こ

と

は

措
く
と

し

て

も、

現

代
ア

メ

リ
カ

の

中
流
家
庭
の

若
い

夫
人
と、

「

良
妻
賢
母」

の

も
つ

語
感

と

は、

あ
ま

り

に

乖
離
し

す
ぎ
で

い

る。

日

本
に

お

い

て

す
ら、

今
日

で

は

め

っ

た

に

お

目
に

掛
か

れ
な
く
な
っ

た、

死
語
に

近
い

形
容
で

あ

る。

こ

の

種

の

日

本
語
に

対
す
る

翻
訳
者
の

無
神
経
は、

こ

れ

の

少

し
後
（
原
書
で

は

次
ペ

ー

ジ）

に、

ペ

イ
ジ

の

夫
が

土

曜
日

は

仕

事
の

同
僚
と

息
抜
き

の

た

め

に

ゴ

ル

フ

に

出

掛
け

る

習

慣
だ、

と
い

う
意
味
の

文

章
が

あ
り、

こ

れ
が

「

接
待
ゴ

ル

フ
」

の
一

語

で

片
付

け

ら

れ

て
い

る
箇
所
に

も
見

ら

れ
る

。

こ

れ
も
ま
た、

日

本
の

サ

ラ

リ

；

マ

ン

の

生
活

習

慣
を
そ
の

ま
ま
ア

メ

リ
カ

の

ビ

ジ

ネ
ス

マ

ン

の

生

活
に

付
会
す
る

こ

と

で

”

日

本

化
”

し
た

つ

も
り

な

の

だ

と

し

た

ら、

あ

ま
り
に

無
神
経
で

あ

る。

　

以
上
の

部
分
だ

け

で、

全
体
を

断
じ

る

の

は

如

何
か、

と
い

わ

れ

る

か

も
し

れ

な
い

が、

こ

の

後
も
ず
っ

と、

大
な
り

小

な
り
こ

れ
と

似
た

り

寄
っ

た

り

が

続
く

と
理

解
し
て

い

た

だ

い

て

差
し

支
え

な
い

。

「

超
訳」

と

い

う
名
称

の

当
否

は

と

も
か

く
と

し

て
、

エ

ン

タ

テ

イ
ン

メ

ン

ト

文

学
の

翻
訳

に

関

し

て

い

え
ば、

そ

の

基
本
的
な

意
図
は

け
っ

し

て

間
違
っ

て

は

い

な

い

と

思

う
が、

そ

の

た

め

の

翻

訳

工

厨
的
方
法
が

あ

ま

り

に

お

粗
末
だ

と

い

わ

ざ

る

を
え
な
い
。

こ

の

こ

と

が

逆
効

果
と
な
っ

て、

せ
っ

か

く
ナ

イ
ダ

的
地
平
へ

と

傾
き
か

け

て
い

る

振
り
子

が、

再

び

ナ
ボ
コ

フ

側
へ

逆
戻
り

し、

が

ち

が

ち

の

堅
苦
し

い

原
文

尊
重

主

義
が

幅
を

利

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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か

せ

る

よ
う
に

な
ら
な
い

と

も
限

ら
な
い

の

で

あ
る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
〔
33∀

題
に

は、

等
閑
視
で

き

な
い

も
の

が

あ
る
。

そ
の

意
味
で

「

超
訳
」

問

【
注】

〔
lV

　
こ

こ

で

い

う
エ

ン

タ
テ

イ
ン

メ

ン

ト
と
は、
文

学
ジ

ャ

ン

ル

と

し
て
の

「
大

衆
文
学」
と

い

う
の

と

も、

グ

　
レ

ア
ム・
グ
リ

ー
ン

が

自

作
に

用
い

た

類
別
と

も

異
な

る。

商
業
出

版
界
で
用
い

ら

れ
て
い

る、

フ

ィ

ク
シ
ョ

ン、

　
ノ

ン

フ

ィ

ク
シ
ョ

ン

を

引
っ

く
る
め

た

”

読
み

物
々

と
い

う
程
の

意
味
で

あ
る。

（
2）
　
宮
田
昇
『
新
版

翻

訳
出

版
の

実
務』
（
一
九
八

九
V

お

よ
び

「
新
・
翻
訳
出

版

事
情』

二

九

九
五V
〔
い

ず

　
れ
も
日

本
エ

デ

ィ

タ
ー

ス

ク

ー
ル

出

版
部
刊）
よ
り。
こ

の

数

字
に

は
児

童

書
と

学

習
参

考
書
の

点
数

は
含
ま

れ

　
て
い

な
い。

（
3）
　
ド
イ
ツ

と

韓
国
の

統
計

数

字
は

「
出
版
ニ

ュ
ー

ス
」

一
九
九

五

年
五

月
上

旬
号
に

よ

る。
但
し、
こ

の

統
計

　
に
は

児
童

書
と

学
習

参
考
書

が

舍
ま
れ

る。
参

考
ま

で

に

日
本
で

の

児
童
書
と

学
参

物
の

シ
ェ
ア

を

示
し
て

お

く

　
と、
九
四

年
の

総
出

版
点

数
五

万
三
八

九
〇

点

中、
四

二

五一
を
占
め
る（
「

出

版
ニ

ュ

ー
ス」
五

月

中・
下
旬
合

　
併

号∀。

〔
4）
　「
毎
日

新
聞
」

一
九
九

五

年
四

月
＋
八

日

夕
刊
よ

り。

〔
5）
　
宮
田

昇
『
新
・
翻
訳

出
版

事
情
b

「
七

海

外
著

作
権
の

変

遷
と

そ
の

対

応」

〔
6）
　
旧
著

作
橇
法
下

で
は．
ア

メ

リ
カ

を

例
外
と

し
て、
原

著
が
発

行
さ

れ
て

か

ら

十

年
間

邦
訳
が

出
版
さ

れ
な

　
け

れ
ば、

そ
の

翻
訳

権
は

消
滅

す
る、
と
さ

れ
て

い

た。

（
7）
　
こ

の

「
プ

ラ

ン

ド

ネ
ー

ム

作
家」
と
い

う

呼
び

方
は、

実
を
い

う
と
ス

テ
ィ

ー

ヴ
ン

・
キ
ン

グ

自
身
の

命

名

で

あ
る

（
°。冖
Φ

9
雪

丕

鈷
、、

O
昌

しd

霧
。

邑
温
国

甲
凶

民

Z

譽
  、．

ぎ
ヨ

ゴ
ヨ

O
邑
 

蕘
8
α

聟
ユ

O
『
露

穿

　

竃
窰
 

「

〔
 

e
．．

岡

国

〉
菊
一
話
国

r
司．．
（
6
。。
幽

宮
Φ

≦

〉
ヨ

巴
爵
5

い

ま

茜
煢）
参
照〕

（
8）
　
伝
統
的
な

文
学
の

文
体
（
の

破

壊）
と

い

う
程
の

意
味
だ

が、
い

う
ま

で

も

な
く、
エ

ン

タ

テ
イ
ン

メ

ン

ト

　

文
学、

大

衆
文

学、
純

文

学
な
ど

と

明

確
に

区

分
け

で

き

る

基
準
は

な

い。
そ
れ

は
ジ

ャ

ン

ル

の

問

題
で

は

な

　

く．

質
の

違
い、
同
じ

作
家
に

お
け

る
部

分
的

な
質
の

問
題
で

も
あ

る
こ

と

を、

充
分

承
知
し

た
上

で
こ

の

論
考

　

を
進
め

て

い

る。

す）

℃
Φ

曇
ω

器
旨
、．
羃
・け
葺
ω冖
8
＜｛
Φ．、

ぎ
ヨ

→

巨

矗
Φ

耄
8
量
巳

9
⊆

穿

≦
醇
（
Φ

e
．．
芻
弗

　一
→
ω

国
鬥
閏−．

（
10）
　
原
文
は
中

篇
四

篇
の

構
成
に

な

る
、、
O
弓
閃
国
即

国
2
→

白り

国
〉
ω

O
乞
らっ．、
食
り

。。
N

→
7
 

＜

降屮
屠

℃

話ω
包

の

　
〉
津

奠
≦
oa

と

し
て

書
か

れ
た

文

章
だ
が、

邦
訳
で

は

そ

の

後

半
二

篇

を
収
め

た

岡
ス

タ
ン

ド
・

バ

イ
．
ミ

ー』

　

二

九

八
七

新

潮
文

庫）
の

序
文
と

し
て

訳
出

さ
れ
て

い

る。

〔
11）
　
こ

の

部

分
は、
『
講
談

社
ワ

ー
ル

ド

ブ
ッ

ク
ス

（
KWB14

）
MYSERY

ミ

ザ
リ

ー』
二

九
九

五
V

　
の

「

リ
ー
ダ

ー
ズ
・
ガ

イ
ド」
に

も
詳
し

く
述
べ

て
い

る。

（
12｝
　
「
そ
の

音
は、
痛
み

に

似
て

い

て．

と
き
ど

き
う

す
ら
ぎ、
す
る

と

矇
朧
と

し

た
状
態
だ

け
に

な
っ
た。
暗

　
闇
の

記
憶
が

あ
る．
矇

朧
の

ま

え

に

は、
ま
っ

暗
闇
が

あ
っ

た

の

を

憶
え
て

い

る。
と
い

う
こ

と
は．
進
行
し

て

　
い

る
と
い

う
こ

と
か。
光
あ
れ

と

言
ひ

た

ま
ひ

（
た
と

い

ぼ

ん

や

り
し

た
光
で

あ
ろ

う
と）、

光

を
善
き

も
の

と

　
見
た
ま
へ

り．

う
ん
ぬ

ん．
か
7・」
（
矢
野

浩

三

郎
訳∀

〔
13）

草
野
心

平
の

詩
三

篇

中
の

オ

ノ
ト

ペ

の

部
分
の

み

を

抜
き

書
き
し

て

お
く、
〔『
現
代
日

本
詩
人

全
集』
第
十

　
二

巻

昭
和
二

十
九

年

創
元

社
刊

に

ょ

る｝

　「
阿

蘇
山」
　（
詩

集
『

天』
）
よ
り

わ
ん
わ
ん

わ
ん

わ
ん

　
が

わ
ん

わ

ん

わ

ん

ご

ん
ご

ん

ご

ん
ご

ん

　
こ
ご

ん
ご

ん

ご

ん

う
う
ん

う
ん
う

う
ん

う
ん
　

う
ん

う
ん

う
ん

う
ん

　
（
こ

れ

の

四
回

繰
り
返
しV

「
誕
生

祭」
　（
詩

集

『
日

本

砂
漠』
）
よ

り）

り
ー

り
ー

　
り
り

る

　
リ

ワ
る

　
り
っ
ふ
っ

ふ
っ

ふ

り

ー

り
ー

　
り
り

る

　
リ
リ
る

　
り
っ
ふ
っ

ふ
っ

ふ

　
　

　

り

肛
ん
ふ

　
ふ

け
ん

く

　
　

　

　

　

　

　

　

　

ふ
け

ん

く

　
け

け
っ

け

け

く
っ
く

　
け
く

っ

く
　
け
ん

さ

り
り
を

　
る

　
け
く
っ

く

　
け

く
っ

く

　
け
ん

さ
り

り
を
　
る

　
　
ぴ
い

だ

ら
ら

　
び

い

だ

ら
ら

　
　
び

ん

び

ん

　
び

が

ん
ぐ

　
　
び
い

だ
ら
ら

　

び
い

だ

ら
ら

　
　
び

ん

び
ん

　
び

が
ん
ぐ

び

が
ん

ぐ

　
び

が
ん

ぐ

　
が
っ
が

っ

が

り
り

き

び

が

ん

ぐ

　
び

が
ん

ぐ

　
が

っ

が

っ

が

リ
リ

き

　
が

ワ

リ
き

き
く
っ
く

が
っ

が
っ

が

り

り
き

　
　
が

り
り

き
　
き

く
つ

く

　
く
つ

く
く

　

ぐ
ぐ

ぐ

　
　

　
き
く
っ

く

　
き
く
っ

く

　
く
つ

く
く

　
ぐ

ぐ
ぐ

　
　

　

　
ぐ

ぐ
ぐ
ぐ

　
ぐ

ぐ
ん

く

　
　

　

　
ぐ

ぐ
ぐ
ぐ

　
ぐ

ぐ
ん

く
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明
星

大
学
研
究

紀
要

【
目

本
文

化
学
部
・
言
語

文
化

学
科】
第
四
号
　一
九

九
六

年

ぐ
る
る
っ

　

ぐ
る

る

っ

　

い

い

い

い

い

い

い

い

い

い

い

い

い

い

ぐ
る
る
っ

　

ぐ
る

る

っ

　
い

い

い

い

い

い

い

い

い

い

い

い

い

い

　
　

　
　
が

あ
ん
び

や

ん

　
が

あ
ん

ぴ

や
ん

　
　

　
　

　
わ
れ
ら

の

ゆ
め

は

　
　

　
　

　
よ
あ
け

の

あ
の

い

ろ

　
　

　
　

わ

れ
ら

の

う
た

は

　
　

　
　
が

あ
ん
び

や
ん

　

が

あ
ん

び
や

ん

ぎ
や

わ

ろ
っ

ぎ
や
わ

ろ
っ

ぎ

や
わ
う

ろ
う

ろ
り
っ

ぎ
や

わ
ろ

っ

ぎ

や
わ

ろ
っ

ぎ
や

わ
う

ろ
う

ろ
り
っ

ぎ
や

わ
ろ
っ
ぎ

や
わ

ろ
っ

ぎ
や

わ

う

ろ
う

ろ
り
っ

ぎ
や
わ
ろ
っ

ぎ

や
わ

ろ
っ

ぎ
や
わ

ろ

う
ろ

う

り
っ

ぎ

や
わ
ろ
っ

ぎ

や
わ

ろ
っ

ぎ
や
わ

ろ

う
ろ
ろ

り
っ

ぎ

や
わ
ろ
っ

ぎ
や

わ

ろ
っ

ぎ
や
わ

う

ろ
う
ろ

り

っ

ぎ

や
わ
ろ
っ

ぎ
や

わ

ろ
っ

ぎ
や
わ

う
ろ

う
ろ

り

っ

（
さ

ら
に
十

行、
全

十

七
行
つ

づ

くV

「
口」

舘
窪
o
く

o
畳

ら自

賢…
粛
しn

呂
国

訂

／

第
一
印

象
L

｛
詩
集

『

第
百

階
級』
）
よ

り

り
ー

る
る
る

　
ワ

ー

る
る

る

り
ら

　
り
ら

　
ワ

ら

し
ゆ

う
う
う
う

う

う
う
う

う
う

う
う

う
う

う
う

う
う
う

う
う
つ

し
ゆ

う

う
う
う

う

う
う
う

う
う

う
う
う

う

う
う
う

う
う

う
う
っ

し
ゆ

う

う
う
う

う

う
う
う

う
う

う
う

う
う

う
う
う

う
う
う

う
っ

グ ク

リ リ
ケ ケ

ツ 　 ツ

プ プ

　 グ
　 リ

　 ケ

　 ツ

　 プ

ワ
ー
る

る
る

　
り

ー
る
る

る

ワ
ら
　

り
ら
　

り

ら

62

り

ー

る
る

る

　
り

ー

る

る
る

〔
14）
　
乞

雪

咢
巴
く

雪

ξ
o

磊
、、

→
国
国

勹

”
国

ω

巳
国

Z
→

諞
OQ

竃

毫
O
司
O

冖

¢
ZO

＝．．

暑
G。
°。

蓼
さHa
眇
旨

（
15）
　
図

穹
岡

o
＝

簿
．．

℃

F
冖

≧
謝
O
閃

→
工
陽

国

〉
閃

日

頃．、
〔圃
OD。
O

芝
≡

す
日

竃
g

昌
o

尊

（
16）
　
℃
偉
Φ「
〉

鮮
δ
Σ、．
頃
〉

芝
ス
Q冂

竃
○

○
幻．．
〔一
〇
DO引噂
＝
鐸

∋冖
喜

寓
国

ヨ…囀冖
8）

（
17）
　
ナ
ン

＆

ア
イ

ヴ
ァ

ン

・
ラ

イ
ア

ン

ズ、
矢

野
浩
三

郎
訳
『
大
統

領
が
ラ

ン

チ
に

や
っ
て

く
る」
（
角
川

文
庫

　

平

虞
六

年　

（
迅）
　
引

用
は
鬥
o
部

叫

口
邑
℃

簿
霞

O
且
 

（
Φ

q〕
、．

→
7
 

O
臥
o
「

亀

望
〇

二
〇

爵
蔓

o鳳
2
ご
幻
し卩

国

力

K
殉
工
《

髯
国
るo・・

　（
O
ゑ
o
「

飢

¢
三
く

Φ

諺凶
ぐ

剛
「

鬱
一
黷
ご

に

よ
る。
つ

い

で
に、
谷

川
俊
太

郎
の

訳
を

甘
し
て

お

く
ー

「
ば
ち
は

あ

　

か
い

／
す

み
れ

は
あ
お

い

／
お

さ
と

う
は
あ

ま
い

／
そ

う
し
て

　
き
み

も」
（『
マ

ザ
ー・

グ

ー

ス

2』
講
談
社
文

　

庫

一
九

八

こ

〔
19V

　
ケ

ン
．
フ

ォ

レ

ッ

ト．
矢

野
浩
三

郎
訳

『
大

聖
黨』
〔
新
潮
文

庫

平
成

三

年
V 。

｛
20〕

翻
訳

が

あ

る
の

は．、．
→

雷
嗣
〉
ω

→

→

田
日 ，
≧
田
z
日

o
男

oQ
，

o
＞
幻

≦
Fo
．、

含

。°。
ε

・
オ

ス

カ

ー
ワ

　

イ
ル

ド

の

遺
産』
三

国
宣

子
訳

（
晶
文

杜）、
、、、

ラ
uり．
国

ピ

δ
→．．
〔
お
。。
拿

「
T・
S・
エ

リ
オ

ッ

ト』
武

谷
紀
久

雄
訳

　

（
み

す

ず

書

房）、
．、

6
鑑
〉
→
→
鳴

幻
→
02
．、
（
6。。
亭
『
チ
ャ

タ

ト

ン

偽
書
』

真
野
明

裕
訳

（
文

藝
春
秋｝
の

三

作

　
の

み。

〔
21∀
　
小

論

執
筆
時
で

は、
翻
訳
（
矢

野

浩
三

郎
訳
V

は

未
刊

で

あ
る

が、
現
代
文
と

は

い

っ

て

も、
小

説
の

性
惜

　
が

夢
野

久

作
『
ド
グ

ラ
・

マ

グ
ラ臨
に

似
て
い

る

の

で．
久

作
の

文

章
に

近
づ

け

た

文
体
に

し

て
い

る。

（
22）
　
≦

巴
ぎ

斎

翼
o
σ
o
ズ
o
〈

．．
→
『

Φ

ゆ

コ

oh

ゴ，
畧
巴
自・
臨
o

眺．
篇

忠
じ

埼
o

ヨ

男
 

⊆

σ

窪

》「
鬮「
c
≦「ひ
ス

巴‘）

δ
Z

　
→
”
＞
Z
しり

い

〉
貞、
胃）
Z．．
〔
O
×囲
O憧
島

ご

鼠
く

 

蔬剛
蔓

勺
「
 

伍ワ゚
お
 

£

（
芻｝
　
ユ

ー

ジ

ン

．
A
．
ナ
イ

ダ．
チ

ャ

ー

ル

ズ
・
R
・
テ

イ
パ

ー、
ノ

ア
・
S・
ブ

ラ

ネ

ナ

ン

北ハ
晉．
沢
登
春
仁．

　

升
川
潔．
訳
『
翻

訳
ー
理

論
と

実
際』
P
／1
（
研
究

社

一
九

七
二H

（
24）
　

「
余
は

屡
々

探

偵
談
を

譯
し

た
る

事
あ

り
然
れ

ど
も

文
学
の

為
に

せ

ず
し

て

新
聞
紙
の

為
に

し

た

り、

魯
文

脈
の

小

説
が

稍
や

讀
者
に

胞
ら
れ

た
る

様
あ

る
を

見
て、

斯
る

縛
き

物
も
西
洋
に

は

有
り

た

り

と
の

事
を
知
ら

せ

　
度
き

積
り
に

て

譯
し

た

る
の

み、
小
説
に

非

ず
績
き

物
な

り、
文
學
に

非
ず
報
道
な

り・
…
：」
（「
探

偵
譚
に

つ

い

て」
萬
朝

報

明
治
二

＋
六

年
五
月

＋｝

旦

ー

高
僑
康

雄

『

物

語・
萬
朝

報』

百
本
経
済

新
聞
社

一
九
八

九〉

　
お
よ

び
炉

藤
菓
雄

『
黒

岩
涙
香
』

9
二

書
膊
　…
九
八

八V
に

よ
る．

〔
25）
　

大
疋
九

二

九一．一
〇）
年。
こ

の

年、

涙
香．．
黒
岩

周
六

が

殳
し
て

い

る。

（
26）
　

「
こ

れ
は

い

わ

ば

創
作
翻
訳
阡

倒
訳

と

も
い

う
べ

き
も
の

で、
小
さ

な

部
分
は

自
由
に

口

本

語
に

移
し
か

え
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る

姿

勢
を
と
っ

た。
カ

ッ

ト
し

た

単
語
も

あ
り、

原
文

に

な
い

表

現

を
つ

け

加
え
た

場
所
も

多
々

あ
る」
（
リ

チ

　
ャ

ー

ド
・

バ

ッ

ク、
五

木
寛
之

訳

『
か

も
め

の

ジ
ョ
ナ
サ

ン』
新

潮
文

庫
解

説
よ
り∀

【
27V
　
そ
の

点
に
つ

い

て

は、
既
に

磯

谷

孝〔
『

翻

訳
と

文
化

の

記

号
論』
勁

草

書
房

一
九
八

〇）
や

中
村

保

男

　（
『
名

訳
と

讖
訳』
講
談

社
現

代
新

書
一
九
八
九）
に

よ
っ

て、

検
証

済
み

で

あ
る。

（
28）
　

『
東

販
週

報』
一
九

九
一
年
二

月
八

目

号
の

益
子

邦

夫
（
ア
カ

デ

ミ

ー

出

版

社
長）
氏
イ
ン

タ

ビ

ュ

ー

よ

　
り。

（
29∀
　
「『
真
夜
中
は

別
の

顔』
に

重
大

疑
惑
」

（「
週

刊
文

春」
一
九
九
一
年
三

月

十
四
日

号
V

（
30）
　
そ
の

経
緯
は、
｝
九
九
一
年
の

「
週
間
ポ
ス

ト」
四

月
十
九

日
号．
「

週

間
読
売」
四
月一
…
十
一
日

号、
］
週

　
間
文

春
」

五

月
二、

九
日

号
等
に

取
り

上

げ

ら
れ、
「

文

春」
の

「
売
れ

り
ゃ

い

い

の

か

シ

ド
ニ

ィ

・
シ
ェ

ル

ダ

　
ン」
の

捨
て

台
詞
で

ケ

リ
が

つ

い

た。

（
31）
　

中

村
保
男
『

現

代
翻

訳

考』
（
ジ

ャ

パ

ン

タ

イ
ム

ズ

　一
九
九

二

年）

弓
超
訳
』

は
翻

訳
か

ー
『
真

夜
中
は

　
別
の

顔
ヒ

（
32｝
　
09
。

ヨ
 

＝ 
oD
冨
色
．、

＞
O

Ω
O
国

Z
→．．
（
6
窓

O
 

＝

じ08E

（
33）
　

本

論
考
を
脱

稿
し
た

時

点
で．
シ

ド
ニ
ィ
・
シ
ェ

ル

ダ
ン

の

新

作
『
遺
産』
（．、
ζ
O
刀
Z一
ZO

ヨ
OQZ

卸

　
Z鬥
O
エ
→．．一
が、
今

度
は

徳
間

書
店
か

ら
刊

行
さ
れ
た。
「
超

訳」
と

い

う

謳
い

文

句
は

な
い

（
確

認
し

て
い

な

　
い

が、
ア

カ
デ

ミ
ー

出
版

が

商
標
名

登
録
で

も
し
て

い

る

の

か

も
し
れ

な
い

〉
が、
翻

訳
に

つ

い

て

は

未
チ

ェ

ッ

　
ク

な
の

で
現
段
階
で

は
何

と

も
い

え

な
い。
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